
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
宮
廷
女
性
の
死
の
考
察

死
の
様
相
と
哀
傷
歌

白

濵

路

子

序
章

『
栄
花
物
語
』
は
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
歴
史
物
語
で
あ

る
。『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

四
十
巻
。
歴
史
物
語
。〈
中
略
〉「
栄
花
物
語
」
と
い
う
書
名

は
、
藤
原
道
長
の
栄
華
を
主
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。
仮
名
書
き
国
史
の
通
称
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
全
巻
を

通
じ
て
巻
ご
と
に
優
美
な
巻
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
作
者

に
つ
い
て
は
、
正
編
三
十
巻
と
続
編
十
巻
と
に
わ
か
れ
、
続

編
も
ま
た
、
巻
三
十
七
と
巻
三
十
八
の
間
で
一
線
が
画
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
作
者
に
よ
り
成
立
年
代
を
異
に
し
て
順
次
正

編
に
書
き
つ
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
と

し
て
赤
染
衛
門
が
有
力
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
が
宮
廷
事
情

と
道
長
の
周
辺
に
詳
し
く
、〈
中
略
〉
国
史
編
集
と
も
密
接

な
関
係
の
あ
っ
た
大
江
家
に
嫁
し
て
、
匡
衝
の
妻
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
正
編
の
作
者
と
し
て
は
最
も
妥
当
性
に
富
ん
で
い

る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
続
編
第
一
部
の
作
者
と
し
て
は
、
出

羽
弁
に
関
す
る
記
事
や
詠
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
弁

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
の
作
者
と
し
て
は
周
防
内

侍
説
が
あ
る
が
確
証
は
な
い
。〈
中
略
〉
正
編
の
成
立
は
、

長
元
年
間
（
一
〇
二
八
-
一
〇
三
七
）
と
推
定
さ
れ
、
続
編
全

体
の
成
立
は
、
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
二
月
以
後
間
も
な

い
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。〈
中
略
〉
本
書
は
天
皇
は
宇
多
に
、
藤

原
氏
は
基
経
に
起
筆
し
、
堀
河
天
皇
の
時
代
に
い
た
る
十
五

代
お
よ
そ
二
百
年
の
宮
廷
を
中
心
と
す
る
貴
族
社
会
の
歴
史
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を
編
年
体
式
仮
名
文
で
物
語
風
に
叙
述
し
、
正
編
は
宇
多
天

皇
か
ら
後
一
条
天
皇
の
万
寿
五
年
二
月
ま
で
お
よ
そ
一
四
〇

年
間
、
続
編
は
後
一
条
天
皇
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
十
二

月
か
ら
堀
河
天
皇
の
寛
治
六
年
二
月
ま
で
お
よ
そ
六
十
年
間

で
あ
る
。〈
中
略
〉
史
書
と
し
て
は
「
六
国
史
」
も
し
く
は
、

未
完
成
に
終
わ
っ
た
『
新
国
史
』
の
あ
と
を
継
ぐ
意
図
を
持

っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
史
書
と
し
て
は
本
書
独
自
の
記

事
も
見
ら
れ
る
反
面
、
史
実
を
歪
曲
し
た
と
こ
ろ
も
多
く
、

正
確
な
編
年
体
史
と
は
い
い
が
た
い
。「
六
国
史
」
の
年
代

記
的
な
記
述
を
受
け
継
い
だ
歴
史
的
な
も
の
と
、
場
面
を
具

体
的
に
描
く
物
語
的
手
法
と
、
両
者
が
混
在
し
て
、
全
体
と

し
て
は
物
語
風
歴
史
と
呼
ぶ
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
〈
後
略(1)〉。

『
栄
花
物
語
』
は
そ
の
名
称
の
ご
と
く
、
藤
原
北
家
九
条
流
の

藤
原
道
長
の
栄
華
を
中
心
に
、
宮
廷
、
貴
族
に
関
す
る
出
来
事
を

記
し
て
い
る
。
こ
の
物
語
の
性
格
を
加
納
重
文
氏
は
、「
作
者
が

生
活
す
る
と
こ
ろ
の
道
長
世
界
の
も
ろ
も
ろ
の
出
来
事
を
述
べ
つ

づ
っ
て
い
く
だ
け
で
そ
れ
が
十
分
に
道
長
物
語
に
な
っ
て
い
る
と

の
、
楽
観
的
な
物
語
意
識
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
必
ず
し

も
め
で
た
く
華
や
か
な
話
柄
の
み
を
求
め
な
い
」
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る(2)。
そ
の
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
は
必
ず
し
も
道
長
の

栄
華
を
描
く
の
み
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、「
道
長
物
語
」
は
道
長

周
辺
の
み
に
限
ら
ず
、
そ
の
圏
外
に
あ
る
者
た
ち
の
こ
と
を
も
含

め
て
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
福
長
進
氏
に
よ
れ
ば
、『
栄
花
物
語
』

は
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
の
も
と
に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
栄
花
物
語
』
が
後
宮
を
叙
述
の
主
対
象
に
据
え
て
い
る
こ
と
は
、

『
源
氏
物
語
』
が
後
宮
世
界
を
軸
に
し
て
物
語
を
描
い
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る(3)。

と
こ
ろ
で
、『
栄
花
物
語
』
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
量
の
記
事
を

費
や
し
て
死
と
い
う
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
分
量
は
記
事

全
体
の
約
三
分
の
一
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る(4)。
と
く

に
女
性
の
死
の
場
面
は
、
発
病
や
出
産
か
ら
死
に
至
る
様
子
や
、

人
々
の
悲
嘆
、
葬
送
の
描
写
な
ど
が
、
男
性
の
死
の
場
面
と
比
較

す
る
と
よ
り
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

本
論
文
で
は
『
栄
花
物
語
』
に
描
か
れ
た
そ
の
よ
う
な
女
性
の

死
の
記
事
に
着
目
し
論
じ
て
い
く
。
第
一
章
で
は
女
性
ら
の
死
の

全
体
像
を
表
に
し
て
表
し
た
。
第
二
章
、
第
三
章
で
は
そ
れ
ら
の

女
性
の
死
の
記
事
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
持
っ
た
の
か
、
と
り
わ
け
記
事
の
多
い
長
保
お
よ
び
万
寿

年
間
の
女
性
た
ち
の
死
を
取
り
上
げ
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る

女
性
の
死
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
第
四
章
で
は
、
女

性
ら
の
死
の
際
に
よ
ま
れ
た
『
栄
花
物
語
』
の
哀
傷
歌
に
つ
い
て

『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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な
お
、
本
文
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
一
〜
三

三

栄
花
物
語
』（
山
中
裕
ほ
か
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）

お
よ
び
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
〇
〜
二
五

源
氏
物
語
』

（
阿
部
秋
生
ほ
か
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
〜
九
八
年
）
に
よ

る
。

第
一
章

『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
女
性
の
死

『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
女
性
の
死
は
ど
れ
ほ
ど
描
か
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、『
栄
花
物
語
』
に
描
か
れ
た
女
性

の
死
を
表
に
し
て
記
し
て
い
く
。

『
栄
花
物
語
』
正
続
合
わ
せ
た
四
十
巻
に
は
、
三
十
九
人
の
女

性
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
女
性
の
死
に
つ
い
て
、
巻

名
、
死
去
し
た
女
性
の
名
称
、
没
年
、
没
年
齢
、
死
因
、
ど
の
部

分
に
記
述
が
あ
る
の
か
を
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

栄
花
物

語
①
〜
③
』
の
頁
数
を
記
載
し
、
そ
の
記
事
の
分
量
、
哀
傷
歌
の

有
無
の
項
目
ご
と
に
記
載
し
ま
と
め
た
の
が
次
表
で
あ
る
。

女
性
の
名
称
は
、
誰
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
か
、
誰
の
女
な
の
か

を
記
し
、
お
お
む
ね
は
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
呼
称
を
用
い
た
。

没
年
に
つ
い
て
は
史
実
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、『
栄
花
物

語
』
の
本
文
中
に
記
載
さ
れ
た
年
月
日
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
没

年
齢
に
つ
い
て
も
、
本
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
記
載
し
た
。

死
因
に
つ
い
て
は
、〈
病
死
…
〇
（
懐
妊
中
の
病
死
…
＊
）、
出
産
に

よ
る
死
…
□
、
物
の
怪
・
霊
に
よ
る
死
…
△
、
そ
の
他
…
●
、
不

明
…
？
〉
と
い
う
記
号
を
用
い
て
表
し
た
。
哀
傷
歌
に
つ
い
て
は
、

そ
の
人
物
の
死
を
悼
む
哀
傷
歌
の
数
を
後
述
す
る
『
和
歌
文
学
大

辞
典
』
の
「
哀
傷
歌
」
の
記
述
の
定
義
に
基
づ
い
て
計
上
し
た
。

哀
傷
歌
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
×
を
つ
け
て
あ
ら
わ
し
た
。

巻

名

人

物

没

年

没
年
齢

死
因

頁

数

哀
傷
歌

巻
第
一
「
月
の
宴
」

村
上
天
皇
中
宮

藤
原
安
子

応
和
四
年
（
九
六
四
）
四
月

二
十
九
日

□△

①
〈
四
三
頁
一
行
〜
四
八
頁
一
三

行
〉
五
頁

×

巻
第
二
「
花
山
た
づ
ぬ
る
中
納

言
」

円
融
天
皇
中
宮

藤
原
媓
子

天
元
二
年
（
九
七
九
）
六
月

二
日

○

①
〈
一
〇
〇
頁
五
行
〜
一
〇
一
頁

二
行
〉
一
三
行

×

円
融
天
皇
妃

尊
子
内
親
王

天
元
四
年
（
九
八
一
）

？

①
〈
一
〇
六
頁
六
行
〜
一
〇
六
頁

一
〇
行
〉
五
行

×

●

①
〈
一
〇
七
頁
一
〇
行
〜
一
一
〇
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冷
泉
院
女
御

藤
原
超
子

天
元
五
年
（
九
八
二
）
正
月

△

頁
一
四
行
〉
三
頁

×

花
山
天
皇
女
御

藤
原
忯
子

寛
和
元
年
（
九
八
五
）

○＊

①
〈
一
二
七
頁
八
行
〜
一
三
一
頁

二
行
〉
四
頁

×

巻
第
五
「
浦
々
の
別
」

藤
原
道
隆
室

高
階
貴
子

長
徳
二
年
（
九
九
六
）
十
月

二
十
日
余
り

○

①
〈
二
六
七
頁
一
〇
行
〜
二
六
八

頁
一
〇
行
〉
一
頁

一
首

巻
第
六
「
か
か
や
く
藤
壺
」

太
皇
太
后
（
冷
泉
天
皇
中

宮
）
昌
子
内
親
王

長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
二

月
一
日

？

①
〈
三
〇
四
頁
六
行
〜
一
〇
行
〉

五
行

×

巻
第
七
「
と
り
べ
野
」

一
条
天
皇
皇
后

藤
原
定
子

長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
十

二
月
十
五
日

二
十
五
歳

□△

①
〈
三
二
五
頁
七
行
〜
三
三
二
頁

六
行
〉
七
頁

七
首

東
宮
居
貞
親
王
尚
侍

藤
原

綏
子

長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
春

か

○

①
〈
三
三
三
頁
一
二
行
〜
三
三
四

頁
三
行
〉
七
行

一
首

藤
原
道
綱
室

源
雅
信
女

長
保
三
年
夏
か

□

①
〈
三
三
五
頁
三
行
〜
三
三
七
頁

四
行
〉
二
頁

×

東
三
条
院
（
円
融
天
皇
女

御
）
藤
原
詮
子

長
保
三
年
十
二
月
二
十
二
日

○

①
〈
三
五
三
頁
九
行
〜
三
五
六
頁

七
行
〉
三
頁

×

東
宮
居
貞
親
王
女
御

藤
原

原
子

長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
八

月
二
十
余
日

○

①
〈
三
五
八
頁
一
行
〜
三
五
九
頁

九
行
〉
二
頁

×

巻
第
八
「
は
つ
は
な
」

一
条
天
皇
御
匣
殿

藤
原
道

隆
女

寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）

十
七
、
八
歳

○＊

①
〈
三
六
八
頁
一
〇
行
〜
三
七
〇

頁
七
行
〉
三
頁

×

一
条
天
皇
第
二
皇
女

媄
子

内
親
王

寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）

九
歳

○

①
〈
三
九
五
頁
六
行
〜
三
九
六
頁

九
行
〉
一
頁

×

巻
第
十
二
「
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
」

源
雅
信
室

藤
原
穆
子

長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）

○

②
〈
七
五
頁
六
行
〜
八
三
頁
一

行
〉
八
頁

一
首

太
皇
太
后
（
円
融
天
皇
皇

后
）
藤
原
遵
子

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）

○

②
〈
九
二
頁
三
行
〜
六
行
〉
四
行

×

巻
第
十
六
「
も
と
の
し
づ
く
」

小
一
条
院
女
御

藤
原
延
子

寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
四

月

○

②
〈
二
〇
五
頁
一
行
〜
二
一
一
頁

一
四
行
〉
六
頁

×

藤
原
長
家
室

藤
原
行
成
女

治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）

○

②
〈
二
二
六
頁
三
行
〜
二
三
一
頁

一
五
行
〉
五
頁

四
首

藤
原
公
任
女

治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
三

○

②
〈
二
五
三
頁
六
行
〜
二
五
五
頁

七
首
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月
二
十
日
過
ぎ

三
行
〉
二
頁

巻
第
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」

藤
原
教
通
室

藤
原
公
任
女

万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
十

二
月

二
十
四
歳

□△

②
〈
三
七
八
頁
一
三
行
〜
三
八
九

頁
一
〇
行
〉
一
一
頁

三
首

巻
第
二
十
五
「
み
ね
の
月
」

三
条
天
皇
皇
后

藤
原
娍
子

万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
三

月

○

②
〈
四
六
五
頁
一
行
〜
四
七
三
頁

一
三
行
〉
八
頁

五
首

小
一
条
院
女
御

藤
原
寛
子

万
寿
二
年
七
月
八
日

○△

②
〈
四
八
〇
頁
六
行
〜
四
九
〇
頁

三
行
〉
一
一
頁

三
首

巻
第
二
十
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」

東
宮
敦
良
親
王
尚
侍

藤
原

嬉
子

万
寿
二
年
八
月
五
日

□△

②
〈
五
〇
三
頁
一
二
行
〜
五
三
一

頁
一
二
行
〉
二
九
頁

七
首

小
左
衛
門

万
寿
二
年
八
月
五
日

？

②
〈
五
二
五
頁
九
行
〜
五
二
六
頁

二
行
〉
九
行

×

巻
第
二
十
七
「
こ
ろ
も
の
た
ま
」

藤
原
長
家
室

藤
原
斉
信
女

万
寿
二
年

□△

③
〈
二
三
頁
三
行
〜
三
二
頁
二

行
〉
九
頁

七
首

小
式
部
内
侍

橘
道
貞
女

万
寿
二
年

□

③
〈
三
八
頁
六
行
〜
三
九
頁
八

行
〉
一
頁

二
首

源
顕
基
室

藤
原
実
成
女

万
寿
二
年
十
二
月

○

③
〈
三
九
頁
九
行
〜
四
〇
頁
三

行
〉
一
〇
行

×

藤
原
公
信
室

藤
原
正
光
女

万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
正

月
二
十
日
過
ぎ

？

③
〈
六
五
頁
七
行
〜
六
六
頁
一
〇

行
〉
一
頁

三
首

巻
第
二
十
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」

皇
太
后
（
三
条
天
皇
中
宮
）

藤
原
姸
子

万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
九

月
十
四
日

○△

③
〈
一
二
七
頁
一
〇
行
〜
一
四
〇

頁
一
〇
行
〉
一
四
頁

一
四
首

巻
第
三
十
三
「
き
る
は
わ
び
し
と

な
げ
く
女
房
」

後
一
条
天
皇
中
宮

藤
原
威

子

長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
九

月
六
日

○

③
〈
二
七
四
頁
一
行
〜
二
八
〇
頁

一
二
行
〉
八
頁

二
一
首

巻
第
三
十
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」

後
朱
雀
天
皇
中
宮

嫄
子
女

王

長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
九

月

□

③
〈
三
〇
三
頁
一
三
行
〜
三
〇
四

頁
一
四
行
〉
一
頁

五
首

巻
第
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」

藤
原
頼
通
室

源
祇
子

天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
五

月

○

③
〈
三
六
九
頁
一
四
行
〜
三
七
〇

頁
七
行
〉

×

藤
原
道
長
室

源
倫
子

天
喜
元
年
夏

？

③
〈
三
七
一
頁
一
四
行
〜
三
七
二

頁
三
行
〉
五
行

×

巻
第
三
十
七
「
け
ぶ
り
の
後
」

東
宮
尊
仁
親
王
女
御

藤
原

茂
子

康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）

○

③
〈
四
〇
六
頁
一
〇
行
〜
四
〇
七

頁
一
行
〉
六
行

×
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巻
第
三
十
九
「
布
引
の
滝
」

上
東
門
院
（
一
条
天
皇
中

宮
）
藤
原
彰
子

承
保
元
年
（
一
〇
七
四
）
十

月
三
日

八
十
七
歳

○

③
〈
四
七
二
頁
九
行
〜
四
七
五
頁

一
四
行
〉
三
頁

×

巻
第
四
十
「
紫
野
」

白
河
天
皇
中
宮

藤
原
賢
子

応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
九

月
二
十
二
日

○

③
〈
五
一
二
頁
八
行
〜
五
一
三
頁

八
行
〉
一
頁

二
首

源
師
房
室

藤
原
尊
子

応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）

八
十
余
歳

？

③
〈
五
一
六
頁
二
行
〜
七
行
〉
五

行

×

藤
原
頼
通
室

隆
姫
女
王

寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）

九
十
歳
ば
か

り

？

③
〈
五
一
八
頁
一
一
行
〜
一
三

行
〉
三
行

×

小
一
条
院
女
御

瑠
璃
女
御

寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）

？

③
〈
五
二
六
頁
一
〇
行
〜
一
二

行
〉
三
行

×

※
没
年
に
つ
い
て
は
本
文
中
の
も
の
を
用
い
て
お
り
、
史
実
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

※
人
物
名
は
お
お
む
ね
本
文
に
よ
る
。

※
哀
傷
歌
は
表
に
記
し
た
頁
内
に
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
も
計
数
し
た
。

※
死
因
に
つ
い
て
は
以
下
の
記
号
を
用
い
て
表
し
た
。

病
死
○
（
懐
妊
中
の
病
死
＊
）
二
十
二
人
（
二
人
）

出
産
に
よ
る
死

八
人

物
の
怪
・
霊
△

八
人

そ
の
他
●

一
人

不
明
？

六
人

右
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
に
そ
の
死
が
描

か
れ
る
女
性
の
内
訳
は
、
天
皇
お
よ
び
東
宮
の
后
妃
が
二
十
三
人
、

臣
下
の
配
偶
者
が
十
二
人
、
女
房
が
二
人
、
独
身
の
内
親
王
が
一

人
、
臣
下
の
女
が
一
人
で
あ
る
。
人
数
的
に
み
れ
ば
后
妃
が
半
数

以
上
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
死
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

ま
た
そ
れ
ら
の
死
の
記
述
は
、
長
保
お
よ
び
万
寿
年
間
の
記
事

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
長
保
年
間
に
は
昌
子
内
親
王
、

藤
原
定
子
、
藤
原
綏
子
、
藤
原
道
綱
室
（
源
雅
信
女
）、
藤
原
詮
子
、

藤
原
原
子
の
計
六
人
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
万
寿
年
間
に
は
藤

原
教
通
室
（
藤
原
公
任
女
）、
藤
原
娍
子
、
藤
原
寛
子
、
藤
原
嬉
子
、

小
左
衛
門
、
藤
原
長
家
室
（
藤
原
斉
信
女
）、
小
式
部
内
侍
、
源
顕
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基
室
（
藤
原
実
成
女
）、
藤
原
公
信
室
（
藤
原
正
光
女
）、
藤
原
姸
子

の
計
十
人
も
の
女
性
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
長
保
・
万
寿

年
間
に
死
去
し
た
女
性
の
数
は
、
他
の
時
期
に
比
べ
て
突
出
し
て

多
い
。

次
に
死
因
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
死
去
し
た
女
性
の
死
因
は
病

死
が
二
十
二
人
で
あ
り
最
も
多
い
。
そ
の
次
に
多
い
の
が
出
産
に

よ
る
死
お
よ
び
物
の
怪
・
霊
に
よ
る
も
の
が
八
人
ず
つ
で
あ
る
。

な
お
物
の
怪
・
霊
の
場
合
、
す
べ
て
が
ほ
か
の
死
因
と
重
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
死
因
が
不
明
の
も
の
は
六
人
で
あ
る
。

記
事
の
分
量
は
、
正
編
に
描
か
れ
た
女
性
の
死
の
方
が
続
編
に

比
べ
て
多
く
の
頁
数
を
用
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
嬉
子
が
最

も
多
く
二
九
頁
で
あ
り
、
嬉
子
の
死
に
関
す
る
記
事
は
巻
第
二
十

六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
の
ほ
ぼ
全
体
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。
二
番

目
に
多
い
の
が
藤
原
姸
子
の
一
四
頁
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
親
者
の

悲
嘆
だ
け
で
な
く
、
女
房
た
ち
の
数
多
く
の
哀
傷
歌
が
記
載
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
番
目
に
多
い
人
物
が
教
通
室
（
公
任
女
）

お
よ
び
藤
原
寛
子
で
一
一
頁
で
あ
る
。
教
通
室
の
死
に
つ
い
て
の

記
事
は
巻
第
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」
の
全
体
の
七
割
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
寛
子
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
巻
第
二
十
五
「
み
ね

の
月
」
に
は
寛
子
の
み
な
ら
ず
藤
原
娍
子
の
死
も
八
頁
の
分
量
で

描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
巻
も
ほ
ぼ
全
体
を
二
人
の
死
の
記
事
に
費

や
し
て
い
る
。
一
方
で
続
編
で
は
、
総
じ
て
そ
の
死
の
記
述
が
短

く
一
頁
に
至
ら
ず
数
行
で
終
わ
る
も
の
が
多
い
。
一
頁
を
こ
え
る

記
事
は
、
藤
原
威
子
が
八
頁
、
藤
原
彰
子
が
三
頁
、
嫄
子
女
王
お

よ
び
藤
原
賢
子
が
各
一
頁
と
、
以
上
の
四
人
の
み
で
あ
る
。

女
性
の
死
の
際
に
詠
ま
れ
た
哀
傷
歌
は
全
四
十
巻
に
お
い
て
九

一
首
が
存
在
す
る
。
最
も
数
が
多
い
の
は
威
子
に
二
一
首
で
、
次

い
で
多
い
の
が
藤
原
姸
子
で
一
四
首
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
多
く
の

哀
傷
歌
が
よ
ま
れ
て
い
る
の
は
、
藤
原
嬉
子
に
七
首
、
藤
原
定
子

に
七
首
、
藤
原
公
任
女
に
七
首
、
藤
原
長
家
室
（
藤
原
斉
信
女
）

に
七
首
な
ど
で
あ
る
。

第
二
章

長
保
年
間
と
女
性
の
死

『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
長
保
年
間
の
記
事
は
、
巻
第
六
「
か

か
や
く
藤
壺
」
か
ら
巻
第
八
「
は
つ
は
な
」
の
冒
頭
部
分
に
い
た

る
ま
で
の
三
巻
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
長
保
年
間
で
は
、
巻
第

六
「
か
か
や
く
藤
壺
」
に
昌
子
内
親
王
の
、
巻
第
七
「
と
り
べ

野
」
に
藤
原
定
子
、
藤
原
綏
子
、
藤
原
道
綱
室
（
源
雅
信
女
）、
藤

原
詮
子
、
藤
原
原
子
の
計
六
人
の
女
性
の
死
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
長
保
年
間
の
女
性
の
死
は
『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
万

寿
年
間
の
十
人
に
次
い
で
多
い
。

以
下
に
お
い
て
、『
栄
花
物
語
』
の
長
保
年
間
の
中
心
人
物
と
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み
な
さ
れ
る
定
子
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
女
性
の
死
の
描
写
を
詳
し

く
見
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
死
の
描
写
に
よ
っ
て
『
栄
花
物
語
』
は

何
を
描
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
長
保
年
間
の
女

性
の
死
の
描
写
が
『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
図
を

も
っ
て
描
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

第
一
節

長
保
年
間
の
女
性
の
死

藤
原
定
子

の
死

長
保
年
間
の
記
事
の
中
心
と
な
る
の
は
、
一
条
天
皇
の
皇
后
藤

原
定
子
の
死
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
巻
第
七
「
と
り
べ
野
」
の

巻
名
は
、
こ
の
定
子
と
東
三
条
院
藤
原
詮
子
が
薨
去
し
、
鳥
辺
野

に
お
い
て
葬
送
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

藤
原
定
子
は
、
摂
関
家
の
嫡
男
道
隆
と
円
融
天
皇
の
御
代
に
掌

侍
を
務
め
た
高
階
貴
子
と
の
間
に
長
女
と
し
て
産
ま
れ
る
。
后
が

ね
と
し
て
育
て
ら
れ
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
二
月
に
一
条
天
皇

に
入
内
し
女
御
と
な
り
、
同
年
六
月
一
日
に
立
后
し
中
宮
を
号
す

る
。
ま
た
妹
の
原
子
も
父
道
隆
が
関
白
と
な
っ
た
の
ち
、
東
宮
に

入
内
し
、
道
隆
の
一
族
は
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
。

し
か
し
巻
第
四
「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」
に
お
い
て
父
道
隆
が
病
に

倒
れ
る
。
病
は
悪
化
し
、
道
隆
は
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
十

日
に
死
去
す
る
。
伊
周
は
父
道
隆
が
病
の
間
の
み
の
内
覧
の
宣
旨

で
あ
っ
た
の
で
、
道
隆
の
弟
で
あ
る
道
兼
が
跡
を
継
ぎ
関
白
と
な

る
も
、
道
兼
は
流
行
り
病
に
倒
れ
死
去
す
る
。
そ
し
て
道
隆
の
男

で
あ
る
伊
周
に
内
覧
の
宣
旨
は
下
ら
ず
、
道
隆
、
道
兼
の
弟
道
長

に
内
覧
の
宣
旨
が
下
り
、
こ
れ
以
降
道
長
が
政
権
を
握
る
こ
と
と

な
っ
た
。

定
子
の
兄
弟
で
あ
る
伊
周
と
隆
家
が
、
花
山
院
に
対
し
矢
を
射

る
事
件

長
徳
の
変
を
起
こ
し
、
こ
こ
か
ら
中
関
白
家
は
凋
落

の
一
途
を
た
ど
る
。
二
人
は
処
罰
を
待
つ
身
と
な
り
、
巻
第
五

「
浦
々
の
別
」
に
お
い
て
邸
は
検
非
違
使
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
、

配
流
の
宣
旨
が
下
っ
た
。
そ
の
後
一
条
天
皇
の
も
と
に
、
中
納
言

藤
原
顕
光
女
元
子
、
中
納
言
藤
原
公
季
女
義
子
、
故
関
白
道
兼
女

尊
子
が
入
内
し
女
御
と
な
り
、
さ
ら
に
は
巻
第
六
「
か
か
や
く
藤

壺
」
に
お
い
て
道
長
女
彰
子
が
入
内
し
立
后
す
る
。
同
じ
年
に
定

子
は
第
一
皇
子
敦
康
親
王
を
出
産
す
る
も
、
そ
の
生
母
で
あ
り
な

が
ら
不
安
定
な
立
場
に
立
た
さ
れ
、
そ
の
後
、
第
二
皇
女
媄
子
内

親
王
を
出
産
後
薨
去
す
る
。

そ
の
よ
う
な
定
子
の
死
は
巻
第
七
「
と
り
べ
野
」
に
お
い
て
以

下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

御
物
の
怪
な
ど
い
と
か
し
が
ま
し
う
い
ふ
ほ
ど
に
、
長
保
二

年
十
二
月
十
五
日
の
夜
に
な
り
ぬ
。〈
中
略
〉
女
に
お
は
し

ま
す
を
口
惜
し
け
れ
ど
、
さ
は
れ
平
ら
か
に
お
は
し
ま
す
を
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勝
る
こ
と
な
く
思
ひ
て
、
今
は
後
の
御
事
に
な
り
ぬ
。
額
を

つ
き
、
騒
ぎ
、
よ
ろ
づ
に
御
誦
経
と
り
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
に
、

御
湯
な
ど
ま
ゐ
ら
す
る
に
き
こ
し
め
し
入
る
る
や
う
に
も
あ

ら
ね
ば
、
皆
人
あ
わ
て
ま
ど
ふ
を
か
し
こ
き
こ
と
に
す
る
ほ

ど
に
、
い
と
久
し
う
な
り
ぬ
れ
ば
、
な
ほ
い
と
い
と
お
ぼ
つ

か
な
し
。「
御
殿
油
近
う
持
て
来
」
と
て
、
帥
殿
（
＝
伊
周
）

御
顔
を
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
、
む
げ
に
な
き
御
気
色
な

り
。
あ
さ
ま
し
く
て
か
い
探
り
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
ば
、
や

が
て
冷
え
さ
せ
た
ま
ひ
に
け
り
。（
①
三
二
五
頁
七
行
）

物
の
怪
を
移
さ
れ
た
人
た
ち
が
騒
ぎ
立
て
る
な
か
、
長
保
二
年

（
一
〇
〇
〇
）
十
二
月
十
五
日
の
夜
、
定
子
は
皇
女
（
媄
子
内
親

王
）
を
産
む
。
皆
が
皇
子
で
は
な
く
皇
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
残
念

に
思
う
が
、
定
子
の
後
産
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
騒
が
し

く
祈
り
立
て
、
薬
湯
な
ど
も
差
し
上
げ
る
が
、
召
し
上
が
る
様
子

も
な
い
。
兄
で
あ
る
伊
周
が
定
子
の
顔
を
確
認
す
る
と
も
う
す
で

に
冷
た
く
な
っ
て
お
り
薨
去
し
て
い
た
様
子
が
こ
こ
に
描
か
れ
て

い
る
。
伊
周
が
「
帥
殿
は
抱
き
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
声
も

惜
し
ま
ず
泣
き
た
ま
ふ
。（
①
三
二
六
頁
六
行
）」
と
遺
体
を
抱
き

声
も
惜
し
ま
ず
に
泣
く
様
子
や
、
弟
隆
家
が
「
い
か
で
御
供
に
参

り
な
ん
（
①
三
二
六
頁
一
二
行
）」
と
定
子
の
死
を
嘆
く
様
子
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
兄
弟
ら
の
悲
嘆
を
哀
れ
深
く
描
い
て
い
る
。

ま
た
、「
こ
の
殿
ば
ら
の
御
を
り
に
（
＝
伊
周
・
隆
家
配
流
の
折
に
）

宮
の
内
の
人
の
涙
は
尽
き
果
て
に
し
か
ど
、
残
り
多
か
る
も
の
な

り
け
り
と
見
え
た
り
。（
①
三
二
六
頁
一
四
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

定
子
の
御
所
で
は
人
々
が
涙
を
流
し
嘆
き
悲
し
む
さ
ま
が
表
現
さ

れ
て
お
り
、
定
子
の
死
が
人
々
に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
悲
嘆
す
べ

き
こ
と
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

次
は
一
条
天
皇
の
心
情
で
あ
る
。

内
（
＝
一
条
天
皇
）
に
も
聞
し
め
し
て
、
あ
は
れ
、
い
か
に

も
の
を
思
し
つ
ら
む
、
げ
に
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
思
ほ
し
た

り
し
御
有
様
を
と
、
あ
は
れ
に
悲
し
う
思
し
め
さ
る
。
宮
た

ち
（
＝
定
子
所
生
の
脩
子
内
親
王
、
敦
康
親
王
）
い
と
幼
き
さ
ま

に
て
、
い
か
に
と
、
尽
き
せ
ず
思
し
嘆
か
せ
た
ま
ふ
。（
①

三
二
七
頁
二
行
）

定
子
に
対
し
、
義
子
や
元
子
ら
ほ
か
の
妃
よ
り
も
寵
愛
が
深
か

っ
た
一
条
天
皇
の
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
こ
と
を
こ
の
記
述
は

伝
え
る
。
ま
た
定
子
が
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
死
を
悟
っ
て
、
一
条

天
皇
に
対
し
心
細
さ
ば
か
り
を
口
に
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

定
子
の
身
を
思
い
や
っ
て
嘆
く
な
ど
、
こ
の
場
面
か
ら
見
て
も
定

子
の
存
在
が
一
条
天
皇
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

以
下
は
伊
周
と
女
房
ら
が
、
定
子
の
遺
し
た
和
歌
（
遺
詠
）
を
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見
つ
け
る
場
面
で
あ
る
（
第
四
章
参
照
）。

宮
（
＝
定
子
）
は
御
手
習
を
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
御
帳
の
紐

に
結
び
つ
け
さ
せ
た
ま
へ
り
け
る
を
、
今
ぞ
帥
殿
、
御
方
々

な
ど
取
り
て
見
た
ま
ひ
て
、「
こ
の
た
び
は
限
り
の
た
び
ぞ
。

そ
の
後
す
べ
き
や
う
」
な
ど
書
か
せ
た
ま
へ
り
。
い
み
じ
う

あ
は
れ
な
る
御
手
習
ど
も
の
、
内
裏
わ
た
り
の
御
覧
じ
き
こ

し
め
す
や
う
な
ど
や
と
思
し
け
る
に
や
と
ぞ
見
ゆ
る
。

よ
も
す
が
ら
契
り
し
こ
と
を
忘
れ
ず
は
恋
ひ
ん
涙
の
色

ぞ
ゆ
か
し
き

ま
た
、知

る
人
も
な
き
別
れ
路
に
今
は
と
て
心
細
く
も
急
ぎ
た

つ
か
な

ま
た
、煙

と
も
雲
と
も
な
ら
ぬ
身
な
り
と
も
草
葉
の
露
を
そ
れ

と
な
が
め
よ

な
ど
、
あ
は
れ
な
る
事
ど
も
多
く
書
か
せ
た
ま
へ
り
。

「
こ
の
御
言
の
や
う
に
て
は
、
例
の
作
法
に
て
は
あ
ら
で
と

思
し
め
し
け
る
な
め
り
」
と
て
、
帥
殿
い
そ
が
せ
た
ま
ふ
。

（
①
三
二
八
頁
六
行
）

定
子
は
媄
子
内
親
王
出
産
の
直
前
、
気
が
休
ま
ら
ず
手
習
を
し

て
い
た
の
で
あ
る(5)。
一
首
目
で
は
後
宮
に
お
い
て
唯
一
の
支
え
で

あ
っ
た
一
条
天
皇
に
自
分
の
死
後
ど
れ
ほ
ど
悲
し
ん
で
く
れ
る
の

か
と
語
り
掛
け
、
二
首
目
で
は
死
ぬ
こ
と
へ
の
不
安
や
心
細
さ
と

い
っ
た
感
情
を
詠
ん
で
い
て
、
出
産
直
前
の
定
子
の
心
細
い
心
情

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
三
首
目
は
、
葬
送
に
つ
い

て
の
遺
言
と
も
取
れ
る
歌
で
、
死
へ
の
覚
悟
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る(6)。『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
死
後
に
故
人
の
残
し
た
和
歌
を

見
つ
け
る
と
い
っ
た
場
面
は
、
女
性
の
死
の
描
写
に
お
い
て
定
子

以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
定
子
の
遺
詠
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
す

る
こ
と
で
、『
栄
花
物
語
』
は
定
子
の
死
の
悲
劇
性
を
よ
り
強
調

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
は
定
子
の
葬
送
の
場
面
で
あ
る
。

鳥
辺
野
の
南
の
方
に
、
二
町
ば
か
り
さ
り
て
、
霊
屋
と
い
ふ

も
の
を
造
り
て
、
築
土
な
ど
つ
き
て
、
こ
こ
に
お
は
し
ま
さ

せ
ん
と
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
よ
ろ
づ
い
と
所
せ
き
御
装
し
さ
に

お
は
し
ま
せ
ば
、
事
ど
も
お
の
づ
か
ら
な
べ
て
に
あ
ら
ず
思

し
掟
て
さ
せ
た
ま
へ
り
。
か
か
る
こ
と
を
も
宮
々
の
何
と
も

思
し
た
ら
ぬ
御
有
様
ど
も
も
い
と
い
み
じ
う
悲
し
う
見
た
て

ま
つ
る
。
宮
は
今
年
ぞ
二
十
五
に
な
ら
せ
た
ま
う
け
る
。

（
①
三
二
九
頁
七
行
）

鳥
辺
野
南
方
の
二
町
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
遺
体
を
納
め
る
霊

屋
を
造
っ
て
、
格
別
の
葬
儀
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
定
子
所
生
の
脩
子
内
親
王
や
敦
康
親
王
は
あ
ま
り
に
幼
い

た
め
、
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
様
子
が
悲
し

く
思
わ
れ
る
と
語
ら
れ
、
定
子
が
わ
ず
か
二
十
五
歳
と
い
う
若
さ

で
薨
去
し
た
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
の
こ
さ
れ
た
二

人
の
子
供
の
幼
さ
を
描
く
こ
と
で
、
定
子
の
死
の
悲
劇
を
語
り
、

読
者
の
同
情
を
誘
う
よ
う
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
夜
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
黄
金
づ
く
り
の
御
糸
毛
の
御
車
に

て
お
は
し
ま
さ
せ
た
ま
ふ
。
帥
殿
よ
り
は
じ
め
、
さ
る
べ
き

殿
ば
ら
み
な
仕
う
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り
。
今
宵
し
も
雪
い
み

じ
う
降
り
て
、
お
は
し
ま
す
べ
き
屋
も
み
な
降
り
埋
み
た
り
。

お
は
し
ま
し
着
き
て
払
は
せ
た
ま
ひ
て
、
内
の
御
し
つ
ら
ひ

あ
べ
き
事
ど
も
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
や
が
て
御
車
を
か
き
下
ろ

さ
せ
た
ま
ひ
て
、
そ
れ
な
が
ら
お
は
し
ま
さ
す
。
今
は
ま
か

で
た
ま
ふ
と
て
、
殿
ば
ら
、
明
順
、
道
順
な
ど
い
ふ
人
々
も
、

い
み
じ
う
泣
き
ま
ど
ふ
。
を
り
し
も
雪
、
片
時
に
お
は
し
所

も
見
え
ず
な
り
ぬ
れ
ば
、
帥
殿
、

誰
も
み
な
消
え
の
こ
る
べ
き
身
な
ら
ね
ど
ゆ
き
隠
れ
ぬ

る
君
ぞ
悲
し
き

中
納
言
、

白
雪
の
降
り
つ
む
野
辺
は
跡
絶
え
て
い
づ
く
を
は
か
と

君
を
た
づ
ね
む

僧
都
の
君
、

故
里
に
ゆ
き
も
帰
ら
で
君
と
も
に
同
じ
野
辺
に
て
や
が

て
消
え
な
ん

な
ど
の
た
ま
ふ
も
、
い
み
じ
う
悲
し
。
今
宵
の
こ
と
絵
に
か

か
せ
て
人
に
も
見
せ
ま
ほ
し
う
あ
は
れ
な
り
。（
①
三
三
〇
頁

三
行
）

黄
金
づ
く
り
の
糸
毛
車
に
定
子
の
遺
体
を
乗
せ
て
運
び
、
伊
周

を
は
じ
め
と
す
る
縁
故
の
者
は
皆
参
列
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
。
葬
送
の
日
は
雪
が
降
り
し
き
り
、
霊
屋
は
雪
に
埋
ま
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
霊
屋
に
降
り
し
き
る
雪
を
払

い
、
定
子
を
安
置
し
て
退
出
す
る
折
、
定
子
の
叔
父
明
順
、
道
順

な
ど
が
こ
ら
え
き
れ
ず
に
泣
き
崩
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

そ
し
て
伊
周
、
隆
家
、
隆
円
の
哀
傷
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伊

周
は
、「
雪
に
隠
れ
て
い
っ
て
し
ま
わ
れ
た
あ
な
た
（
定
子
）
が

悲
し
く
し
の
ば
れ
る
」
と
詠
み
、
隆
家
は
「
雪
の
降
り
積
も
っ
た

野
辺
で
何
を
標
に
宮
（
定
子
）
を
探
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
」
と
詠

み
、
隆
円
は
「
宮
と
と
も
に
こ
の
野
辺
に
雪
と
と
も
に
消
え
て
し

ま
い
た
い
」
と
い
ず
れ
も
雪
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
定
子
が
こ
の

深
い
雪
に
消
え
て
い
く
悲
し
み
を
雪
を
用
い
て
表
現
し
、
兄
弟
ら

の
哀
悼
の
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
絵
に
描
か
せ
て
人

に
見
せ
た
い
ほ
ど
の
美
し
く
感
動
的
な
情
景
で
あ
る
と
い
う
記
述
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か
ら
、
葬
送
時
の
こ
の
雪
の
記
述
が
悲
し
み
を
よ
り
増
幅
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
条
天
皇
は
葬
送
に
参
列
で
き
な
い
身
の
上
で
あ
る
。

内
に
は
、
今
宵
ぞ
か
し
と
思
し
め
し
や
り
て
、
よ
も
す
が
ら

御
殿
籠
ら
ず
思
ほ
し
明
か
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
御
袖
の
氷
も
と

こ
ろ
せ
く
思
し
め
さ
れ
て
、
世
の
常
の
御
有
様
な
ら
ば
、
霞

ま
ん
野
辺
も
な
が
め
さ
せ
た
ま
ふ
べ
き
を
、
い
か
に
せ
ん
と

の
み
思
し
め
さ
れ
て
、

野
辺
ま
で
に
心
ば
か
り
は
通
へ
ど
も
わ
が
行
幸
と
も
知

ら
ず
や
あ
る
ら
ん

な
ど
ぞ
思
し
め
し
明
か
し
け
る
。（
①
三
三
一
頁
七
行
）

今
夜
が
葬
送
な
の
か
と
、
定
子
を
偲
ん
で
眠
ら
ず
に
夜
を
明
か

す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
通
例
の
火
葬
で
あ
っ
た
な
ら
ば
野
辺

送
り
の
煙
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
と
思
い
、
哀
傷
歌
を
詠

む
。「
私
の
心
は
宮
を
慕
っ
て
ゆ
く
け
れ
ど
、
こ
の
雪
の
中
の
行

幸
と
は
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
天
皇
と
い
う
身
分
の
た
め
に

葬
送
に
加
わ
れ
な
い
つ
ら
さ
と
と
も
に
、
そ
の
制
約
を
超
え
て
で

も
葬
送
に
加
わ
り
た
い
心
情
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
歌
か
ら
も
一

条
天
皇
の
定
子
へ
の
深
い
愛
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
栄
花
物
語
』
は
単
に
定
子
の
死
の
事
実
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
死
を
美
し
く
描
く
こ
と
で
、
こ
の
一
族
に
対
す
る
同
情
を
表

現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
節

長
保
年
間
へ
の
序
章

高
階
貴
子
の

死

定
子
の
死
の
六
年
前
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
に
定
子
の
母
高

階
貴
子
は
病
に
よ
り
死
去
す
る
。
そ
の
貴
子
の
死
に
つ
い
て
本
節

で
は
論
じ
て
い
く
。

高
階
貴
子
は
、
漢
学
の
才
高
い
大
和
守
高
階
成
忠
女
で
あ
り
、

貴
子
も
ま
た
そ
の
才
を
受
け
継
ぎ
、
円
融
天
皇
の
御
代
に
は
掌
侍

と
し
て
内
裏
に
出
仕
し
高
内
侍
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
の
ち
道
隆
と

結
婚
し
、
伊
周
ら
三
人
の
男
と
定
子
ら
四
人
の
女
を
も
う
け
道
隆

の
北
の
方
と
な
っ
た
こ
と
が
巻
第
三
「
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
」

に
描
か
れ
て
い
る
。
道
隆
が
死
に
、
伊
周
・
隆
家
が
長
徳
の
変
を

起
こ
す
と
、
貴
子
は
悲
嘆
に
く
れ
る
。
そ
の
様
子
は
、
巻
第
五

「
浦
々
の
別
れ
」
に
お
い
て
伊
周
・
隆
家
が
配
流
さ
れ
る
折
、

宮
の
御
前
（
＝
定
子
）、
母
北
の
方
（
＝
貴
子
）
も
続
き
た
ち

た
ま
へ
れ
ば
、
近
う
御
車
寄
せ
て
乗
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
母
北

の
方
や
が
て
御
腰
を
抱
き
て
続
き
て
乗
ら
せ
た
ま
へ
ば
、

〈
中
略
〉
た
だ
山
崎
ま
で
行
か
む
行
か
む
と
、
た
だ
乗
り
に

乗
り
た
ま
へ
ば
、
い
か
が
は
せ
ん
、
ず
ち
な
く
て
御
車
引
き

出
し
つ
。（
①
二
五
〇
頁
三
行
）
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と
あ
る
よ
う
に
伊
周
の
腰
を
抱
い
て
離
れ
ず
、
山
崎
の
地
ま
で
つ

い
て
い
く
と
離
別
を
惜
し
む
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
耳
に

し
た
一
条
天
皇
と
東
三
条
院
は
哀
れ
に
思
い
、
伊
周
を
筑
紫
か
ら

播
磨
に
、
隆
家
を
出
雲
か
ら
但
馬
に
と
ど
め
お
く
宣
旨
を
下
し
た(7)。

貴
子
は
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
失
意
の
う
ち
に
死
去
す
る
。
貴

子
の
死
は
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

か
く
い
ふ
ほ
ど
に
、
神
無
月
の
二
十
日
余
り
の
ほ
ど
に
、
京

に
は
母
北
の
方
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
あ
は
れ
に
悲
し
う
思
し
ま

ど
は
せ
た
ま
ふ
。
二
位
（
＝
成
忠
）
の
命
長
さ
あ
は
れ
に
見

え
た
り
。
さ
れ
ど
そ
れ
は
む
げ
に
老
い
は
て
て
、
た
は
や
す

く
も
動
か
ね
ば
、
た
だ
明
順
、
道
順
、
信
順
な
ど
い
ふ
人
々
、

よ
ろ
づ
に
仕
う
ま
つ
り
、
後
の
御
事
ど
も
例
の
さ
ま
に
は
あ

ら
で
、
桜
本
と
い
ふ
所
に
て
ぞ
、
さ
る
べ
き
屋
作
り
て
、
納

め
た
て
ま
つ
り
け
る
。
あ
は
れ
に
悲
し
と
も
お
ろ
か
な
り
。

（
①
二
六
七
頁
一
〇
行
）

長
徳
二
年
の
十
月
二
十
日
余
り
、
貴
子
は
死
去
し
た
こ
と
が
描

か
れ
て
い
る
。
貴
子
の
父
成
忠
が
長
命
ゆ
え
に
娘
に
先
立
た
れ
嘆

く
こ
と
を
大
変
痛
ま
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。

ま
た
高
齢
の
成
忠
は
動
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
、
貴
子
の

同
腹
の
兄
弟
明
順
、
道
順
、
信
順
が
葬
送
を
執
り
行
う
様
子
を
描

く
。

但
馬
に
は
夜
を
昼
に
て
人
参
り
た
れ
ば
、
泣
く
泣
く
御
衣
な

ど
染
め
さ
せ
た
ま
ふ
。〈
中
略
〉
筑
紫
の
道
は
、
今
十
余
日

と
い
ふ
に
ぞ
参
り
つ
き
た
り
け
る
。
あ
は
れ
、
さ
れ
ば
よ
、

よ
く
こ
そ
見
た
て
ま
つ
り
見
え
た
て
ま
つ
り
に
け
れ
と
、
今

ぞ
思
さ
れ
け
る
。
御
服
な
ど
奉
る
と
て
、

そ
の
を
り
に
着
て
ま
し
も
の
を
藤
衣
や
が
て
そ
れ
こ
そ

別
れ
な
り
け
れ

と
ぞ
独
り
ご
ち
た
ま
ひ
け
る
。（
①
二
六
八
頁
二
行
）

右
は
、
貴
子
の
男
伊
周
、
隆
家
の
配
所
へ
そ
の
死
が
伝
え
ら
れ

る
場
面
で
あ
る
。
但
馬
に
い
る
隆
家
は
泣
き
な
が
ら
衣
を
喪
服
に

召
し
か
え
た
こ
と
が
描
か
れ
、
ま
た
筑
紫
に
い
る
伊
周
が
そ
の
死

を
知
る
の
は
十
日
も
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
配
所
を
抜
け

出
し
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
際
の
貴
子
の
様
子
か
ら
そ
の
死
を
予
感

し
て
い
た
伊
周
は
、
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
嘆
き
、
衣
を
喪

服
に
召
し
か
え
る
。
独
り
言
の
よ
う
に
貴
子
を
悼
ん
で
「
離
別
が

死
別
に
な
ろ
う
と
は
」
と
哀
傷
歌
を
よ
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

貴
子
の
死
の
記
述
は
、
定
子
の
死
が
七
頁
を
費
や
し
て
記
述
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
ず
か
一
頁
ほ
ど
の
短
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
栄
花
物
語
』
は
そ
の
短
い
記
述
の
中
に
、
窮
地
に
陥
っ

た
一
族
と
貴
子
の
死
や
、
近
親
者
で
あ
る
父
成
忠
や
男
伊
周
・
隆

家
ら
の
悲
嘆
を
「
あ
は
れ
に
悲
し
（
①
二
六
八
頁
一
行
）」
い
こ
と
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と
し
て
み
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
あ
は
れ
に
悲
し
」
は
、
村
上
天

皇
崩
御
の
際
（
①
五
九
頁
）
や
藤
原
兼
家
の
死
去
の
際
（
①
一
七
三

頁
）
な
ど
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
族
が
た
ど
っ

て
い
く
悲
劇
の
運
命
の
序
章
と
い
う
べ
き
も
の
が
、
す
で
に
巻
第

七
「
と
り
べ
野
」
の
定
子
の
死
以
前
に
『
栄
花
物
語
』
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

長
保
年
間
の
終
章

残
さ
れ
た
者
た
ち

の
死

定
子
の
死
後
、
中
関
白
家
に
は
そ
の
妹
た
ち
が
残
さ
れ
て
い
た
。

東
宮
居
貞
親
王
女
御
の
原
子
、
敦
道
親
王
妃
の
三
女
、
一
条
天
皇

御
匣
殿
別
当
の
四
女
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
女
に
つ
い
て
は
『
栄

花
物
語
』
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
記
事
が
な
く
、
敦
道
親
王
没
後
の

動
向
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
措
く
と
し
て
、
東
宮
女
御
原
子
と
御

匣
殿
と
呼
ば
れ
た
四
女
の
死
の
描
写
に
つ
い
て
本
節
で
は
論
じ
て

い
く
。

巻
第
七
「
と
り
べ
野
」
の
巻
末
に
お
い
て
、
藤
原
原
子
の
死
が

描
か
れ
て
い
る
。
姉
定
子
同
様
后
が
ね
と
し
て
育
て
ら
れ
た
原
子

は
、
巻
第
四
「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」
に
「
中
姫
君
（
＝
原
子
）、
十
四

五
ば
か
り
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
に
参
ら

せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
有
様
、
は
な
ば
な
と
め
で
た
し
。（
①
一

九
八
頁
一
〇
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
東
宮
居
貞
親
王
の
女
御
と
な
る
。

し
か
し
原
子
は
、
姉
定
子
が
一
条
天
皇
に
寵
愛
さ
れ
、
三
人
の
皇

子
女
を
設
け
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
。「
東
宮
に
は
宣
耀
殿

（
＝
娍
子
）
の
あ
ま
た
の
宮
た
ち
お
は
し
ま
し
て
御
仲
ら
ひ
い
と

水
漏
る
ま
じ
げ
な
れ
ば
、
淑
景
舎
（
＝
原
子
）
参
り
た
ま
ふ
こ
と

難
し
。（
①
三
二
三
頁
一
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
居
貞
親
王
は
藤
原

娍
子
を
寵
愛
し
多
く
の
御
子
を
も
う
け
て
い
た
た
め
、
原
子
が
参

内
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
東
宮
に
は
寵

愛
さ
れ
ず
、
父
や
兄
と
い
っ
た
有
力
な
後
見
が
な
い
原
子
の
死
は

以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

あ
は
れ
な
る
世
に
い
か
が
し
け
ん
、
八
月
二
十
余
日
に
、
聞

け
ば
淑
景
舎
女
御
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
と
の
の
し
る
。「
あ
な
い

み
じ
。
こ
は
い
か
な
る
こ
と
に
か
。
さ
る
こ
と
も
よ
に
あ
ら

じ
。
日
ご
ろ
悩
み
た
ま
ふ
と
も
聞
え
ざ
り
つ
る
も
の
を
」
な

ど
お
ぼ
つ
か
な
が
る
人
々
多
か
る
に
、「
ま
こ
と
な
り
け
り
。

御
鼻
口
よ
り
血
あ
え
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
た
だ
に
は
か
に
う
せ

た
ま
へ
る
な
り
」
と
言
ふ
。
あ
さ
ま
し
い
み
じ
と
は
世
の
常

な
り
。
世
の
中
は
か
な
し
と
い
ふ
な
か
に
も
、
め
づ
ら
か
に

心
憂
き
御
有
様
な
り
。（
①
三
五
八
頁
一
行
）

右
に
は
原
子
が
八
月
二
十
日
過
ぎ
に
死
去
し
た
こ
と
を
人
々
が

噂
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る(8)。
そ
の
死
の
様
子
は
、
に
わ
か
に
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鼻
や
口
か
ら
血
を
流
し
あ
っ
と
い
う
間
に
亡
く
な
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
あ
ま
り
の
突
然
の
死
に
、
世
の
中
の
人
々
は
「
宣
耀
殿

た
だ
に
も
あ
ら
ず
し
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
か
く
な

ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
（
①
三
五
八
頁
一
一
行
）」
や
「
御
み
づ
か
ら
は

と
か
く
思
し
よ
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
少
納
言
の
乳
母

な
ど
や
い
か
が
あ
り
け
ん
（
①
三
五
八
頁
一
三
行
）」
と
病
床
に
あ

っ
た
娍
子
が
突
然
快
癒
し
た
こ
と
か
ら
娍
子
方
や
そ
の
女
房
少
納

言
が
原
子
に
対
し
、
何
か
仕
掛
け
た
の
で
は
な
ど
と
口
う
る
さ
く

噂
す
る
様
子
も
記
さ
れ
る
。

ま
た
伊
周
・
隆
家
が
「
い
と
若
き
御
身
の
か
く
な
り
た
ま
ひ
ぬ

る
こ
と
を
、
帥
殿
も
中
納
言
殿
も
よ
に
い
み
じ
き
こ
と
に
思
し
嘆

け
ど
（
①
三
五
八
頁
一
五
行
）」
と
定
子
に
引
き
続
き
ま
だ
二
十
代

前
半
の
年
若
い
妹
を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
悲
嘆
が
描
か
れ
て
い
る
。

若
い
女
性
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
死
に
ゆ
く
中
関
白
家
の
悲
劇
を

描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
宮
に
も
わ
ざ
と
深
き
御
心
ざ
し
に
も
あ
ら
ざ
り
つ
れ
ど
、

い
つ
し
か
事
も
か
な
ふ
を
り
し
あ
ら
ば
、
さ
や
う
に
も
あ
ら

せ
た
て
ま
つ
り
、
も
の
華
や
か
に
あ
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
と

思
し
め
し
つ
る
を
、
あ
は
れ
に
口
惜
し
う
恋
し
く
ぞ
思
ひ
き

こ
え
た
ま
ひ
け
る
。〈
中
略
〉
御
対
面
な
ど
こ
そ
た
は
や
す

か
ら
ざ
り
つ
れ
ど
、
御
心
ざ
し
は
宣
耀
殿
の
御
な
ず
ら
ひ
に

は
思
ほ
さ
れ
け
る
も
の
を
と
、
か
へ
す
が
へ
す
あ
は
れ
に
口

惜
し
く
こ
そ
と
ぞ
。（
①
三
五
九
頁
一
行
）

右
は
原
子
が
死
去
し
た
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
居
貞
親
王
の
悲
嘆

の
様
子
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
原
子
を
さ
ほ
ど
寵
愛
し
て
い
な

か
っ
た
居
貞
親
王
で
あ
っ
た
が
、
帝
の
位
に
つ
い
た
な
ら
ば
、
し

か
る
べ
き
扱
い
を
し
て
故
関
白
家
の
女
に
ふ
さ
わ
し
い
扱
い
を
す

る
つ
も
り
で
い
た
の
に
と
残
念
に
思
う
様
子
と
同
時
に
、
死
去
し

て
し
ま
っ
た
原
子
を
恋
し
く
思
う
東
宮
の
心
情
が
描
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
一
条
天
皇
の
御
匣
殿
の
死
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の
女

性
は
、
定
子
や
原
子
の
同
母
妹
で
あ
る
。
定
子
の
死
後
は
、
巻
第

八
「
は
つ
は
な
」
に
「
故
関
白
殿
（
＝
道
隆
）
の
四
の
御
方
は
、

御
匣
殿
と
こ
そ
は
聞
こ
ゆ
る
を
、
こ
の
一
の
宮
（
＝
敦
康
親
王
）

の
御
事
を
よ
ろ
づ
に
聞
え
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
た
だ
こ
の

宮
の
御
母
代
に
よ
ろ
づ
後
見
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
（
①
三
六
五
頁

一
二
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
定
子
所
生
の
皇
子
女
た
ち
の
母
代

わ
り
で
あ
っ
た
。
敦
康
親
王
と
対
面
す
る
た
め
に
一
条
天
皇
が
御

匣
殿
の
も
と
を
訪
れ
る
う
ち
に
、
御
匣
殿
は
寵
愛
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
「
か
く
て
あ
り
渡
る
ほ
ど
に
、
か
の
御
匣
殿
は
た

だ
に
も
あ
ら
ず
お
は
し
て
、
御
心
地
な
ど
も
悩
ま
し
う
世
と
と
も

に
思
さ
れ
け
れ
ば
（
①
三
六
八
頁
一
〇
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
一
条

天
皇
の
御
子
を
懐
妊
す
る
。
御
匣
殿
は
悪
阻
に
苦
し
み
里
に
退
出
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す
る
こ
と
と
な
る
。
一
条
天
皇
が
そ
れ
を
し
き
り
に
心
配
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
条
天
皇
の
御
匣
殿
に
対
す
る
寵
愛
ぶ
り

が
う
か
が
え
る
。

里
に
て
宮
々
の
御
お
ぼ
つ
か
な
さ
恋
し
さ
な
ど
を
思
し
乱
る

る
に
、
御
心
地
も
ま
こ
と
に
苦
し
う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
起

き
臥
し
悩
ま
せ
た
ま
ふ
。
帥
殿
（
＝
伊
周
）
わ
が
御
も
と
に

迎
へ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
何
ご
と
も
よ
ろ
づ
に
仕
う

ま
つ
り
た
ま
ひ
に
け
れ
ど
、
に
は
か
に
御
心
地
重
り
て
、
五

六
日
あ
り
て
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
。（
①
三
六
九
頁
四
行
）

御
匣
殿
は
、
宮
中
に
残
し
て
き
た
定
子
所
生
の
脩
子
内
親
王
、

敦
康
親
王
、
媄
子
内
親
王
が
気
が
か
り
で
た
ま
ら
ず
心
を
乱
す
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
気
を
揉
ん
だ
た
め
か
、
ま
す

ま
す
病
状
は
重
く
な
り
、
容
体
が
急
変
し
重
体
と
な
っ
て
五
、
六

日
後
死
去
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る(9)。
御
匣
殿
は
后
妃
で
は
な

く
女
官
の
身
分
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
後
見
も
心
も
と
な
く
、
姉
定

子
所
生
の
皇
子
女
も
ま
た
後
見
に
乏
し
い
。
そ
の
皇
子
女
た
ち
を

母
の
よ
う
に
案
ず
る
御
匣
殿
に
『
栄
花
物
語
』
は
、
定
子
の
晩
年

の
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
、
再
び
後
見
の
重
要
性
を
語
る
。
そ
こ
に

こ
そ
、
こ
の
一
族
の
悲
劇
の
運
命
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

御
年
十
七
八
ば
か
り
に
や
お
は
し
ま
し
つ
ら
ん
、
御
か
た
ち

心
ざ
ま
い
み
じ
う
う
つ
く
し
う
を
か
し
げ
に
お
は
し
ま
し
て
、

故
宮
（
＝
定
子
）
の
御
有
様
に
も
劣
ら
ず
、〈
中
略
〉
ま
た
か

う
た
だ
に
も
お
は
せ
で
さ
へ
と
、
さ
ま
ざ
ま
帥
殿
も
中
納
言

殿
（
＝
隆
家
）
も
思
し
嘆
く
こ
と
も
お
ろ
か
な
り
や
、
あ
は

れ
に
心
憂
し
。
内
々
の
悲
し
さ
よ
り
も
、
よ
そ
の
聞
き
耳
を

恥
づ
か
し
う
憂
き
こ
と
に
思
ほ
し
忍
ぶ
れ
ど
、
か
く
本
意
な

き
こ
と
に
、
こ
の
殿
の
御
有
様
を
ま
づ
人
は
聞
え
さ
す
め
り
。

内
（
＝
一
条
天
皇
）
に
は
人
知
れ
ず
う
ち
し
を
れ
さ
せ
た
ま

ひ
て
、
御
心
ざ
し
あ
り
て
思
し
め
さ
れ
け
り
と
見
る
に
つ
け

て
も
、
い
と
口
惜
し
う
心
憂
し
。（
①
三
六
八
頁
九
行
）

右
は
人
々
の
悲
嘆
の
様
子
で
あ
る
。
わ
ず
か
十
七
、
八
歳
と
い

う
若
さ
で
死
去
し
た
御
匣
殿
の
死
は
大
変
痛
ま
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
伊
周
は
こ
の
御
匣
殿
に
一
族
の
再
興
を
か
け
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。「
帥
殿
な
ど
は
、
た
だ
な
ら
ん
よ
り
は
御
子
生

れ
た
ま
は
ん
も
あ
し
か
る
べ
き
こ
と
か
は
と
思
ほ
し
て
、
よ
ろ
づ

に
祈
ら
せ
た
ま
ふ
。（
①
三
六
九
頁
三
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
御

子
の
誕
生
を
期
待
し
て
い
た
と
も
と
れ
る
記
述
が
あ
る
。
し
か
し

こ
の
御
匣
殿
も
若
く
し
て
死
に
、
一
族
の
女
性
が
次
々
に
亡
く
な

っ
て
い
く
様
子
が
伊
周
や
隆
家
の
悲
嘆
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。以

上
、
定
子
を
中
心
と
す
る
女
性
た
ち
の
死
を
見
て
き
た
。
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言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
摂
関
政
治
で
は
入
内
し

た
娘
な
い
し
姉
妹
が
後
宮
に
お
い
て
の
確
固
た
る
地
位
を
得
て

帝
・
東
宮
の
皇
子
を
産
む
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
后
妃
ら
を
支
え
る

実
家
の
後
見
と
い
う
も
の
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
定

子
は
一
条
天
皇
の
皇
子
を
得
る
も
二
十
五
歳
と
い
う
若
さ
で
薨
去

し
、
原
子
は
東
宮
居
貞
親
王
の
寵
愛
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
二
十

二
、
三
歳
と
い
う
若
さ
で
悲
惨
な
死
を
迎
え
、
御
匣
殿
は
一
条
天

皇
に
寵
愛
さ
れ
懐
妊
す
る
も
十
七
、
八
歳
と
い
う
若
さ
で
死
去
し

て
し
ま
う
。

『
栄
花
物
語
』
は
道
隆
の
死
、
伊
周
・
隆
家
の
左
遷
か
ら
は
じ

ま
る
中
関
白
家
の
凋
落
の
有
様
を
た
だ
通
史
的
に
書
き
記
す
の
で

は
な
く
、
貴
子
に
始
ま
る
定
子
、
原
子
、
御
匣
殿
の
四
人
の
女
性

の
死
と
い
う
側
面
か
ら
中
関
白
家
の
悲
劇
性
を
強
調
し
て
描
写
し

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
栄
花
物
語
』
は
、
こ
の
悲
哀
に
満
ち
た
中
関
白
家
へ
の
哀
悼

を
根
底
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章

万
寿
年
間
と
女
性
の
死

万
寿
年
間
は
、
巻
第
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」
か
ら
巻
第
三

十
「
つ
る
の
は
や
し
」
ま
で
九
巻
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
描
か
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
巻
第
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」
に
藤
原

教
通
室
（
藤
原
公
任
女
）、
巻
第
二
十
五
「
み
ね
の
月
」
に
藤
原
娍

子
、
藤
原
寛
子
、
巻
第
二
十
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
に
藤
原
嬉
子
、

小
左
衛
門
、
巻
第
二
十
七
「
こ
ろ
も
の
た
ま
」
に
藤
原
長
家
室

（
藤
原
斉
信
女
）、
小
式
部
内
侍
、
源
顕
基
室
（
藤
原
実
成
女
）、
藤

原
公
信
室
（
藤
原
正
光
女
）、
巻
第
二
十
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
に

藤
原
姸
子
の
計
十
人
の
女
性
の
死
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
最
も
多
い
人
数
で
あ
る
。

道
長
は
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
に
寛
子
、
嬉
子
、
万
寿
四

年
（
一
〇
二
七
）
に
姸
子
の
計
三
人
も
の
女
を
亡
く
し
て
い
る
。

こ
の
三
人
の
女
性
に
つ
い
て
は
ほ
か
と
比
較
し
て
も
、
か
な
り
多

く
の
頁
数
を
費
や
し
て
そ
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
『
栄
花

物
語
』
は
道
長
の
三
人
の
女
の
死
を
そ
の
よ
う
に
描
写
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
九
巻
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
た
万
寿
年
間
の
記
事
は
、

第
二
章
で
論
じ
た
長
保
年
間
の
記
事
同
様
、『
栄
花
物
語
』
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本

章
で
は
万
寿
年
間
に
描
か
れ
た
女
性
の
死
に
着
目
し
、
そ
の
死
の

描
写
が
『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
描

か
れ
た
か
、
道
長
周
辺
の
女
性
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
い
く
。

第
一
節

藤
原
寛
子
の
死

本
節
で
は
藤
原
道
長
三
女
寛
子
の
死
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
寛
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子
は
、
道
長
と
源
高
明
の
女
明
子
の
間
に
産
ま
れ
る
。
巻
第
十
三

「
ゆ
ふ
し
で
」
に
お
い
て
寛
子
は
、
東
宮
を
辞
し
院
号
を
賜
っ
た

小
一
条
院
と
結
婚
す
る
。
こ
の
婚
姻
で
小
一
条
院
は
道
長
の
婿
と

な
っ
た
こ
と
で
、
盤
石
な
後
見
を
得
た
。
小
一
条
院
は
、
親
王
時

代
か
ら
の
妃
で
あ
っ
た
顕
光
の
女
延
子
と
は
疎
遠
に
な
り
、「
か

の
堀
河
の
女
御
（
＝
延
子
）
そ
の
ま
ま
に
胸
塞
が
り
て
、
つ
ゆ
御

湯
を
だ
に
参
ら
で
臥
し
た
ま
へ
り
。（
②
一
二
二
頁
六
行
）」
と
あ

る
よ
う
に
、
延
子
が
悲
嘆
に
く
れ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
延
子
は
悲
嘆
に
く
れ
る
あ
ま
り
、
巻
第
十
六
「
も
と
の
し
づ

く
」
に
お
い
て
失
意
の
う
ち
に
死
去
し
、
引
き
続
い
て
父
の
顕
光

も
死
去
す
る
。
の
ち
に
こ
の
顕
光
・
延
子
父
子
は
、
そ
の
恨
み
か

ら
寛
子
に
死
霊
と
な
っ
て
祟
る
の
で
あ
る
。

寛
子
は
巻
第
二
十
四
「
わ
か
ば
え
」
に
お
い
て
、「
こ
の
院
の

女
御
殿
（
＝
寛
子
）
も
、
い
と
苦
し
げ
に
せ
さ
せ
た
ま
ひ
つ
つ
、

月
日
に
そ
へ
て
影
の
や
う
に
の
み
な
ら
せ
た
ま
へ
ば
（
②
四
六
一

頁
三
行
）」
と
、
病
に
苦
し
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
祈
祷
な
ど
を
行
う
も
効
果
は
な
く
、
つ
い
に
危
篤
と
な
る
。

道
長
は
東
宮
敦
良
親
王
の
尚
侍
と
な
っ
て
い
た
倫
子
方
の
女
嬉
子

が
お
産
前
で
あ
る
の
で
、
寛
子
の
見
舞
い
に
は
訪
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
子
が
も
う
臨
終
の
時
で
あ

る
の
で
、
小
一
条
院
は
「
七
月
八
日
、
院
（
＝
小
一
条
院
）
よ
り

殿
の
御
前
（
＝
道
長
）
に
、「
今
は
限
り
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
に
た
り
。

今
ひ
と
た
び
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
な
ん
の
た
ま
は
す
る
」（
②
四

八
〇
頁
六
行
）」
と
、
道
長
に
使
い
を
出
し
、
対
面
す
る
よ
う
に
願

う
。
道
長
は
対
面
す
る
と
、「
た
だ
影
の
や
う
に
な
ら
せ
た
ま
へ

る
も
の
か
ら
、
御
色
の
白
く
う
る
は
し
く
光
か
に
お
は
し
ま
す
。

い
と
恐
ろ
し
く
、
そ
れ
も
い
か
に
い
か
に
と
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
ふ
。（
②
四
八
〇
頁
一
二
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
や
せ
細
り
白
く

光
っ
て
美
し
い
顔
色
が
恐
ろ
し
く
も
思
え
る
様
子
で
あ
る
寛
子
を

目
の
当
た
り
に
し
、「
殿
の
御
前
は
、
あ
さ
ま
し
く
、
今
ま
で
見

た
て
ま
つ
ら
ざ
り
け
る
こ
と
と
、
せ
き
あ
へ
ず
泣
か
せ
た
ま
ふ
。

（
②
四
八
〇
頁
一
四
行
）」
と
、
今
ま
で
病
気
の
寛
子
を
見
舞
わ
な

か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
寛
子

は
、「
泣
か
せ
た
ま
へ
る
さ
ま
な
れ
ど
、
涙
も
出
で
さ
せ
た
ま
は

ず
。（
②
四
八
一
頁
六
行
）」
と
、
泣
い
て
い
る
が
涙
も
出
な
い
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
涙
が
出
な
い
の
は
死
相
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
も
う
臨
終
の
様
子
の
寛
子
の
髪
を
尼
剃
に

し
、「
か
く
は
思
ひ
た
て
ま
つ
り
け
ん
や
。
禿
に
お
は
し
ま
し
し

を
り
は
、
尼
そ
り
、
居
丈
に
こ
そ
見
た
て
ま
つ
り
し
か
。
あ
は
れ

に
悲
し
き
こ
と
（
②
四
八
一
頁
一
〇
行
）」
と
、
寛
子
が
幼
い
頃
に

髪
が
早
く
尼
削
や
居
丈
に
な
る
の
を
期
待
し
て
い
た
の
に
、
今
臨

終
を
迎
え
尼
に
な
る
た
め
に
髪
を
切
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
道
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長
が
嘆
く
様
子
が
描
か
れ
る
。

ま
た
、「
御
物
の
怪
ど
も
い
と
い
み
じ
う
、「
し
得
た
り
、
し
得

た
り
」
と
、
堀
河
大
臣
（
＝
顕
光
）、
女
御
（
＝
延
子
）、
諸
声
に

「
今
ぞ
胸
あ
く
」
と
叫
び
の
の
し
り
た
ま
ふ
（
②
四
八
二
頁
三

行
）」
と
、
寛
子
が
臨
終
を
迎
え
た
こ
と
を
、
顕
光
と
延
子
の
物

の
怪
が
大
声
で
叫
び
喜
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

道
長
は
寛
子
を
山
井
殿
に
残
し
帰
宅
す
る
が
、
し
き
り
に
使
い

を
出
し
寛
子
の
容
態
を
う
か
が
う
。
し
か
し
「
暁
方
に
、「
た
だ

今
な
ん
果
て
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
」
と
あ
る
御
消
息
を
聞
し
め
す
御

心
の
ほ
ど
、
思
ひ
や
り
き
こ
え
さ
す
べ
し
。（
②
四
八
二
頁
一
二

行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
子
が
明
け
方
に
死
去
し
た
こ
と
が
描

か
れ
て
い
る
。
寛
子
の
死
を
受
け
周
辺
人
物
が
嘆
く
様
子
が
以
下

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
殿
ば
ら
（
＝
頼
宗
、
能
信
、
長
家
）
言
ひ
つ
づ
け
泣
か
せ

た
ま
ふ
。
げ
に
い
と
い
み
じ
う
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
さ
て
も

あ
さ
ま
し
か
り
け
る
堀
河
の
大
臣
の
女
御
の
御
有
様
か
な
と
、

殿
も
院
も
思
し
め
せ
ど
、「
後
の
悔
」
と
い
ふ
こ
と
の
や
う

に
な
ん
。（
②
四
八
二
頁
一
三
行
）

同
腹
の
兄
弟
は
、
い
ま
わ
し
い
声
を
上
げ
て
泣
き
叫
ぶ
。
ま
た
、

道
長
と
小
一
条
院
は
、
自
分
た
ち
の
行
い
の
せ
い
で
寛
子
が
死
を

迎
え
た
こ
と
を
、「
後
の
悔
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
後
悔
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
尼
上
い
と
思
し
嘆
け
ど
、
と
か
く
暑
き
ほ
ど
に
、
日

ご
ろ
に
な
ら
せ
た
ま
は
ん
も
う
た
て
あ
べ
け
れ
ば
、
か
く
疾
く
と

思
す
も
、
い
と
あ
は
れ
な
り
な
ど
も
お
ろ
か
に
ぞ
。（
②
四
八
三
頁

八
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
暑
さ
で
遺
骸
が
腐
乱
す
る
こ
と
を
懸

念
し
て
死
の
二
日
後
に
葬
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
あ
ま
り
に
も

早
い
と
寛
子
の
母
明
子
が
嘆
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
葬

送
の
の
ち
、「
尼
上
も
、
月
ご
ろ
御
心
ほ
れ
て
、
は
か
な
き
果
物

も
き
こ
し
め
さ
で
、
消
え
入
り
消
え
入
り
せ
さ
せ
た
ま
へ
ば
、

（
②
四
八
七
頁
一
一
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
子
は
放
心
状
態
と

な
り
、
わ
ず
か
な
果
物
も
口
に
せ
ず
、
気
を
失
っ
た
と
描
か
れ
て

い
る
。
寛
子
の
早
す
ぎ
る
死
は
、
母
で
あ
る
明
子
に
そ
れ
ほ
ど
衝

撃
を
与
え
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

寛
子
は
数
か
月
間
病
に
苦
し
ん
だ
の
ち
、
年
若
く
し
て
死
去
し

た
こ
と
が
『
栄
花
物
語
』
に
は
描
か
れ
て
い
る
。
同
巻
で
母
后
娍

子
が
三
月
に
薨
去
し
た
際
の
小
一
条
院
の
悲
嘆
が
、
こ
の
寛
子
の

死
の
場
面
で
も
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
母
と
妃
を
同
じ
年
に
亡

く
し
た
小
一
条
院
の
悲
嘆
は
大
き
く
、「
別
れ
に
し
春
の
か
た
み

の
藤
衣
た
ち
重
ね
着
る
わ
れ
ぞ
悲
し
き
（
第
四
章
参
照
）」
と
母
と

妃
を
偲
ぶ
哀
傷
歌
を
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
小
一
条
院
の
悲

嘆
を
描
く
と
と
も
に
、
道
長
や
明
子
の
悲
嘆
も
み
ら
れ
る
。
と
く
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に
道
長
は
寛
子
の
病
を
見
舞
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
後
悔
す
る

様
子
や
、
寛
子
の
幼
い
頃
を
思
い
出
し
、
寛
子
の
死
を
切
実
に
悲

し
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
栄
華
を
築
き
極
官
を
極
め
た
道
長

で
さ
え
、
娘
の
死
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
栄
花

物
語
』
は
人
間
の
過
酷
な
運
命
を
、
女
性
の
死
と
い
う
側
面
か
ら

描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

藤
原
嬉
子
の
死

第
二
節
で
は
、
嬉
子
の
死
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
嬉
子
は

道
長
と
源
倫
子
の
末
娘
で
あ
る
。
巻
第
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」
に

お
い
て
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
に
姉
威
子
の
立
后
に
よ
り
、
空

い
た
尚
侍
に
任
官
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
巻
第

十
六
「
も
と
の
し
づ
く
」
に
お
い
て
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
東

宮
敦
良
親
王
へ
参
入
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
太
皇

太
后
に
は
彰
子
が
、
皇
太
后
に
は
姸
子
が
、
中
宮
に
は
威
子
が
お

り
、
倫
子
腹
の
娘
た
ち
が
三
后
を
占
め
て
い
た
。
嬉
子
も
三
人
の

姉
の
よ
う
に
立
后
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
参
入
し
た
の
だ
ろ
う
。

嬉
子
は
巻
第
二
十
四
「
わ
か
ば
え
」
に
お
い
て
、「
督
の
殿
（
＝

嬉
子
）
の
た
だ
に
も
お
は
し
ま
さ
ね
ば
、
い
か
に
い
か
に
と
、
い

み
じ
き
こ
と
ど
も
を
ぞ
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。（
②
四
六
一
頁
一
四

行
）」
と
あ
る
よ
う
に
懐
妊
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
巻
第
二
十
五
「
み
ね
の
月
」
に
お
い
て
「
督
の
殿
、
こ
の
赤
裳

瘡
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
い
と
苦
し
う
思
し
め
し
た
り
と
て
、
殿

（
＝
道
長
）
に
は
の
の
し
り
た
ち
て
、
い
み
じ
く
思
し
あ
わ
て
さ

せ
た
ま
ふ
。（
②
四
九
〇
頁
一
一
行
）」
と
嬉
子
は
懐
妊
中
に
赤
裳
瘡

に
罹
り
、
道
長
が
う
ろ
た
え
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
幸
い
赤

裳
瘡
は
平
癒
し
た
が
、「
堀
河
の
大
臣
、
女
御
、
さ
し
つ
づ
き
て

の
の
し
り
た
ま
ふ
さ
ま
、
い
と
う
た
て
恐
ろ
し
う
あ
や
に
く
な
り
。

（
②
四
九
三
頁
九
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
嬉
子
の
出
産
の
際
に
顕

光
・
延
子
父
子
の
物
の
怪
が
再
び
現
れ
、
嬉
子
を
苦
し
め
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
嬉
子
は
物
の
怪
に
打
ち
勝
ち
、
無
事
に
男
御
子
（
親
仁

親
王
）
を
出
産
し
た
こ
と
が
巻
第
二
十
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
に
お

い
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
出
産
を
周
囲
の
者
が
喜
び
め
で
た
い

記
事
が
続
く
が
、
御
湯
殿
の
儀
の
の
ち
、「
さ
れ
ど
、
そ
れ
よ
な
、

え
堪
ふ
ま
じ
き
心
地
の
し
は
べ
る
が
、
い
と
わ
り
な
き
ぞ
（
②
五

〇
四
頁
一
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
長
に
対
し
体
調
不
良
を
訴
え

る
。
こ
の
の
ち
嬉
子
は
わ
ず
か
数
日
の
間
に
弱
っ
て
い
き
、
臨
終

を
迎
え
る
。
そ
の
様
子
は
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

い
た
う
日
ご
ろ
弱
ら
せ
た
ま
へ
る
に
、
御
物
の
怪
の
と
り
つ

き
た
て
ま
つ
り
に
け
れ
ば
、
す
べ
て
御
気
色
こ
と
の
ほ
か
に

て
、
も
の
も
は
か
ば
か
し
く
の
た
ま
は
ず
。
堀
河
の
大
臣
、
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女
御
な
ど
の
御
霊
、
す
べ
て
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
ど
も
を
ぞ
言
ひ

つ
づ
け
の
の
し
り
た
ま
ふ
。
御
帳
の
外
に
、
御
枕
の
そ
ば
の

方
に
て
、
心
誉
僧
都
、
権
僧
正
な
ど
加
持
参
ら
せ
た
ま
ふ
。

〈
中
略
〉
さ
ら
に
い
と
堪
へ
が
た
げ
な
る
御
気
色
に
て
、
未

の
時
ば
か
り
な
り
ぬ
。〈
中
略
〉
世
の
中
に
は
、
限
り
に
ゆ

ゆ
し
う
さ
へ
申
す
な
れ
ば
、
宮
々
（
＝
姸
子
、
威
子
）
の
御

使
い
し
き
り
て
、
東
宮
（
＝
敦
良
親
王
）
よ
り
は
た
隙
も
な

け
れ
ど
も
、
御
返
り
は
か
ば
か
し
く
聞
え
さ
せ
た
ま
は
ず
。

殿
の
御
前
（
＝
道
長
）
御
帳
の
内
に
、
児
を
す
る
や
う
に
つ

と
添
ひ
臥
し
た
ま
ひ
て
、
泣
く
泣
く
か
か
へ
た
て
ま
つ
ら
せ

た
ま
へ
り
。
お
ほ
か
た
誰
も
誰
も
も
の
お
ぼ
ゆ
る
人
な
し
。

通
は
せ
た
ま
ふ
御
声
も
、
や
が
て
う
せ
も
て
ゆ
く
や
う
な
り
。

〈
中
略
〉
酉
の
時
ば
か
り
に
、
す
べ
て
た
だ
蚊
の
声
ば
か
り

弱
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
そ
こ
ら
満
ち
た
る
僧
俗
、
上
下
、
知
る

も
知
ら
ぬ
も
な
く
、
願
を
立
て
額
を
つ
き
の
の
し
る
。〈
中

略
〉
そ
こ
ら
の
人
の
、
同
じ
心
に
一
心
に
念
じ
た
て
ま
つ
る

ほ
ど
は
、
さ
り
と
も
と
こ
そ
は
見
え
さ
せ
た
ま
へ
。
さ
れ
ど

す
べ
て
限
り
に
な
り
果
て
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
御
年
十
九
。
あ

な
い
み
じ
、
あ
さ
ま
し
と
思
し
め
す
。（
②
五
〇
五
頁
一
三
行
）

嬉
子
は
次
第
に
弱
っ
て
い
き
、
顕
光
・
延
子
父
子
の
物
の
怪
に

と
り
つ
か
れ
、
言
葉
も
は
っ
き
り
と
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
僧
侶
が
近
く
で
加
持
祈
祷
や
読
経

を
行
う
も
、
嬉
子
の
容
態
は
さ
ら
に
悪
く
な
っ
た
こ
と
が
記
述
さ

れ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
様
子
か
ら
世
間
で
は
嬉
子
が
も
う
臨
終

を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
す
る
の
で
、
嬉
子
の
姉
で
あ

る
皇
太
后
姸
子
や
中
宮
威
子
は
嬉
子
を
案
じ
て
使
い
を
頻
繁
に
よ

こ
す
。
東
宮
敦
良
親
王
か
ら
も
絶
え
間
な
く
使
者
が
遣
わ
さ
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
大
変
な
様
子
で
あ
る
の
で
返
事
も
ま
ま
な
ら
な

い
。
道
長
は
子
供
を
扱
う
よ
う
に
添
い
寝
し
、
泣
き
な
が
ら
嬉
子

の
体
を
抱
え
る
。
し
か
し
、
嬉
子
の
声
は
次
第
に
消
え
て
い
き
、

酉
の
刻
に
は
蚊
の
鳴
く
よ
う
な
声
に
な
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
。
僧
侶
た
ち
は
身
分
の
上
下
、
親
し
い
者
も
そ
う
で
な
い
者
も

皆
大
声
で
加
持
祈
祷
す
る
も
、
嬉
子
は
わ
ず
か
十
九
歳
と
い
う
若

さ
で
死
去
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。

道
長
の
動
揺
は
、「
殿
の
御
前
は
、
や
が
て
さ
し
退
い
て
、
あ

さ
ま
し
く
て
臥
せ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
。〈
中
略
〉
上
の
御
前
（
＝
倫

子
）
は
、
た
だ
子
持
の
御
身
に
一
つ
ま
ろ
か
れ
て
臥
さ
せ
た
ま
へ

り
。（
②
五
〇
七
頁
一
〇
行
）」
と
道
長
は
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
り
臥

せ
っ
て
し
ま
い
、
倫
子
は
嬉
子
の
遺
体
に
す
が
り
つ
き
、
丸
く
折

り
重
な
っ
て
臥
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
末
娘
の
早
す
ぎ
る
死

に
二
人
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

「
御
髪
の
い
と
こ
ち
た
う
多
か
る
を
、〈
中
略
〉
い
と
お
ど
ろ
お
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ど
ろ
し
う
、
寝
さ
せ
た
ま
へ
る
や
う
な
る
を
、
殿
の
御
前
、
上
の

御
前
、
今
ぞ
泣
か
せ
た
ま
ふ
。（
②
五
一
〇
頁
二
行
）」
と
嬉
子
は

ま
る
で
寝
て
い
る
だ
け
で
あ
る
よ
う
だ
と
泣
く
様
子
が
描
か
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
嬉
子
の
死
が
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

一
月
前
に
死
去
し
た
異
母
姉
の
寛
子
の
死
と
比
較
し
て
以
下
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
。

山
井
の
女
御
殿
（
＝
寛
子
）
は
、
さ
て
も
月
ご
ろ
さ
ば
か
り

悩
ま
せ
た
ま
ひ
て
、
限
り
限
り
と
見
え
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、

こ
と
わ
り
に
お
は
し
ま
す
に
、
こ
の
御
事
ぞ
、
い
と
ゆ
ゆ
し

う
、
思
し
も
か
け
ざ
り
つ
る
こ
と
な
る
や
。
お
も
し
ろ
き
桜

の
咲
き
と
と
の
ほ
り
た
る
が
、
に
は
か
に
風
に
残
り
な
く
散

り
ぬ
る
に
ぞ
、
い
と
よ
く
似
さ
せ
た
ま
へ
る
。（
②
五
一
七
頁

一
行
）

寛
子
が
数
か
月
も
の
長
き
に
渡
り
病
を
患
い
死
去
し
た
の
は
道

理
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
嬉
子
が
突
然
死
去
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
忌
ま
わ
し
く
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
る
と
、
事
の
意
外
さ
を

強
調
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
の
死
が
い
か
に
突
然
の
事
で
あ
っ
た

の
か
を
『
栄
花
物
語
』
は
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
道
長
は
こ
の
万
寿
二

年
、
子
に
先
立
た
れ
る
こ
と
を
初
め
て
体
験
し
た
と
描
か
れ
て
い

る
。「
殿
の
御
前
は
、
世
の
中
を
深
く
憂
き
も
の
に
思
し
め
し
て
、

「
今
は
里
住
み
さ
ら
に
さ
ら
に
ふ
よ
う
、
山
に
住
ま
ん
」
と
の
た

ま
は
せ
て
、（
②
五
一
九
頁
一
〇
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
嬉
子
の
死

を
受
け
て
道
長
は
世
の
中
の
無
常
を
悟
り
、
隠
棲
ま
で
考
え
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
年
若
い
女
の
死
が
衝
撃
的
な
で
き
ご

と
で
あ
っ
た
こ
と
を
『
栄
花
物
語
』
は
描
い
て
い
る
。

第
三
節

藤
原
姸
子
の
死

最
後
に
、
藤
原
姸
子
の
死
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
姸
子
は

倫
子
腹
の
次
女
で
あ
る
。
姸
子
は
巻
第
九
「
い
は
か
げ
」
に
お
い

て
三
条
天
皇
に
入
内
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
巻

第
十
「
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
」
に
お
い
て
姸
子
は
「
二
月
十
四
日
に

后
に
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
中
宮
と
聞
え
さ
す
。（
①
五
〇
三
頁
一
〇

行
）」
と
あ
る
よ
う
に
立
后
し
中
宮
を
号
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
同
巻
に
お
い
て
、「
例
せ
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
、

立
ち
ぬ
る
月
、
こ
の
月
、
さ
も
あ
ら
で
過
ぎ
ぬ
。（
①
五
一
七
頁
一

一
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
姸
子
は
懐
妊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
巻
第
十
一
「
つ
ぼ
み
花
」
に
お
い
て
出
産
す
る
も
、
産
ま

れ
た
の
は
皇
女
で
あ
り
、「
殿
の
御
前
（
＝
道
長
）
い
と
口
惜
し
く

思
し
め
せ
ど
、（
②
二
三
頁
五
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
道
長
が
落
胆

す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
道
長
は
結
び
つ
き
の
弱
い
三
条
天

皇
と
の
つ
な
が
り
を
得
る
た
め
に
姸
子
を
入
内
さ
せ
皇
子
の
誕
生
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を
期
待
し
た
が
、
産
ま
れ
た
の
は
こ
の
皇
女
、
禎
子
内
親
王
の
み

で
冷
泉
系
の
皇
統
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
皇

子
二
人
を
産
み
国
母
と
な
っ
た
姉
彰
子
と
は
違
い
、
姸
子
は
日
陰

の
存
在
と
な
る
。

そ
し
て
、「
大
宮
の
御
前
（
＝
姸
子
）
あ
や
し
う
悩
ま
し
う
思
さ

れ
て
、
と
も
す
れ
ば
う
ち
臥
さ
せ
た
ま
ふ
。（
③
九
三
頁
七
行
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
姸
子
は
巻
第
二
十
八
「
わ
か
み
づ
」
か
ら
発
病

し
、
長
い
間
患
っ
て
い
た
。

道
長
は
、
頻
繁
に
姸
子
の
居
所
で
あ
る
枇
杷
殿
に
赴
き
加
持
祈

祷
を
行
う
も
、
一
向
に
回
復
に
向
か
わ
な
い
こ
と
が
描
か
れ
る
。

そ
の
後
も
姸
子
の
病
平
癒
を
願
っ
て
法
華
八
講
や
維
摩
経
供
養
を

行
う
が
、
そ
の
か
い
な
く
巻
第
二
十
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
に
お

い
て
姸
子
は
臨
終
の
と
き
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

十
四
日
の
つ
と
め
て
、「
い
か
で
湯
す
こ
し
浴
み
む
」
と
仰

せ
ら
る
れ
ば
、〈
中
略
〉
急
ぎ
た
ち
て
ま
ゐ
ら
せ
た
れ
ば
、

〈
中
略
〉
日
ご
ろ
の
御
座
、
御
衣
、
み
な
と
り
や
ら
せ
た
ま

ひ
て
、
あ
ざ
や
か
な
る
御
衣
、
御
座
な
ど
に
臥
さ
せ
た
ま
ひ

て
、「
殿
お
は
せ
よ
」
と
あ
れ
ば
、
か
く
と
人
参
り
て
申
せ

ば
、「
湯
に
ま
か
り
お
り
た
り
。
た
だ
今
参
る
」
と
申
さ
せ

た
ま
へ
る
に
、〈
中
略
〉
御
湯
帷
子
な
が
ら
お
は
し
ま
し
た

る
に
、
御
気
色
の
例
な
ら
ず
お
は
し
ま
せ
ば
、「
や
や
、
参

り
は
べ
り
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
御
髪
削
ぐ
ま
ね
を
せ
さ

せ
た
ま
へ
ば
、「
尼
に
な
ら
せ
た
ま
は
ん
と
や
」
と
申
さ
せ

た
ま
へ
ば
、
う
な
づ
か
せ
た
ま
ふ
を
、
泣
く
泣
く
し
た
て
ま

つ
ら
せ
た
ま
ふ
。（
③
一
二
九
頁
一
四
行
）

姸
子
は
湯
あ
み
を
し
、
道
長
を
呼
び
出
す
と
、
臨
終
の
と
き
で

あ
る
の
で
髪
を
削
い
で
尼
に
す
る
よ
う
に
と
言
う
。
死
を
覚
悟
し
、

湯
あ
み
を
し
て
身
を
清
め
着
替
え
を
し
て
、
尼
と
な
っ
て
死
を
迎

え
る
姸
子
の
様
子
は
、「
御
戒
受
け
さ
せ
た
ま
ふ
に
、「
た
も
つ
」

と
の
た
ま
は
す
る
ほ
ど
、
い
と
さ
は
や
か
な
り
。（
③
一
三
一
頁
一

行
）」
と
あ
る
よ
う
に
姸
子
は
臨
終
に
際
し
、
何
も
思
い
残
す
こ

と
が
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
一
方
で
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
倫
子
は
、

そ
の
よ
う
な
姸
子
の
様
子
を
受
け
、「
上
の
御
前
も
今
ぞ
渡
ら
せ

た
ま
へ
れ
ど
、
御
目
も
く
れ
ま
ど
ひ
て
何
ご
と
も
御
覧
じ
わ
か
ず
。

（
③
一
三
一
頁
二
行
）」
と
目
が
く
ら
み
、
状
況
を
飲
み
込
め
な
い

ほ
ど
衝
撃
を
受
け
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

う
せ
も
て
お
は
す
る
ま
ま
に
、
殿
の
御
前
、「
あ
な
悲
し
や
。

老
い
た
る
父
母
を
置
き
て
、
い
づ
ち
と
て
お
は
し
ま
す
ぞ
や
。

御
供
に
率
て
お
は
し
ま
せ
」
と
、
声
を
た
て
て
泣
か
せ
た
ま

ふ
に
、
こ
の
里
に
ま
か
で
た
り
し
人
々
も
、
い
つ
の
ま
に
か

参
り
集
ま
り
た
り
け
ん
、
い
と
い
み
じ
う
揺
り
み
ち
た
り
。

三
月
八
日
よ
り
悩
ま
せ
た
ま
ひ
て
、
万
寿
四
年
九
月
十
四
日
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の
申
の
時
に
う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
。（
③
一
三
〇
頁
一
一
行
）

こ
う
し
て
姸
子
は
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
九
月
十
四
日
に
薨

去
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
長
く
患
い
、
死
を
覚
悟
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
、
そ
の
死
の
様
子
は
潔
い
も
の
で
あ
っ

た
と
右
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
道
長
は
息
絶
え
て
い
く
姸
子
に
対

し
、
年
老
い
た
父
母
を
残
し
て
ど
ち
ら
へ
行
か
れ
る
の
か
と
い
う

悲
痛
な
叫
び
を
あ
げ
る
。
三
人
も
の
女
を
亡
く
し
た
父
道
長
の
悲

嘆
と
い
う
も
の
を
『
栄
花
物
語
』
は
印
象
的
に
叙
述
す
る
。
ま
た
、

以
下
の
よ
う
に
、

殿
の
御
前
、
御
衣
を
ひ
き
の
け
つ
つ
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま

ひ
て
、「
そ
ら
ご
と
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。
や
や
」
と
申
さ
せ

た
ま
ひ
、
御
数
珠
を
押
し
も
ま
せ
た
ま
ひ
て
、「
仏
の
心
憂

く
も
お
は
し
ま
す
か
な
。
今
ま
で
生
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
か

か
る
目
を
見
せ
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
」
と
、
言
ひ
つ
づ
け
泣
か

せ
た
ま
ふ
と
も
世
の
常
な
り
。
上
の
御
前
、
消
え
入
り
て
臥

さ
せ
た
ま
へ
り
。（
③
一
三
二
頁
一
四
行
）

と
、
姸
子
の
死
を
受
け
、
虚
事
と
し
か
思
わ
れ
な
い
と
嘆
き
、
数

珠
を
揉
み
な
が
ら
仏
に
対
し
恨
み
言
を
言
う
様
子
が
描
か
れ
る
。

仏
教
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
道
長
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
仏
に

対
し
恨
み
言
を
言
う
ほ
ど
姸
子
の
死
は
道
長
に
衝
撃
を
与
え
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
「
こ
の
宮
の
御
事
の
後
、
い
と
ど
苦
し
う
な
り
ま
さ
ら

せ
た
ま
へ
れ
ば
、
あ
は
れ
に
心
細
く
思
さ
る
。（
③
一
四
三
頁
一
三

行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
長
の
病
状
は
姸
子
の
死
に
よ
り
一
段

と
重
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
姸
子
の
四
十
九
日
法
要
の
後
、

「
殿
の
御
前
、
よ
ろ
づ
を
し
き
は
め
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
い
と
ど
心

の
ど
か
に
、
あ
は
れ
に
悲
し
う
思
さ
る
。（
③
一
四
五
頁
一
四
行
）」

と
、
夜
に
な
っ
て
さ
ら
に
病
状
が
悪
化
し
苦
し
む
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
道
長
は
姸
子
の
死
に
強
い
衝
撃
を
受
け
、

病
状
が
悪
化
し
た
こ
と
が
『
栄
花
物
語
』
に
は
描
か
れ
て
い
る
。

道
長
は
そ
の
後
、
巻
第
三
十
「
つ
る
の
は
や
し
」
に
お
い
て
同
じ

万
寿
四
年
の
十
二
月
に
死
去
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
万
寿
年
間
に
死
去
し
た
寛
子
、
嬉
子
、
姸
子
の
三
人
の

死
に
つ
い
て
論
じ
た
。

寛
子
は
東
宮
を
辞
退
し
た
小
一
条
院
を
婿
と
す
る
こ
と
で
、
小

一
条
院
に
道
長
の
後
見
を
与
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
嬉
子
は
後

朱
雀
天
皇
の
第
一
皇
子
親
仁
親
王
出
産
直
後
に
死
去
す
る
も
、
そ

の
皇
子
が
の
ち
に
後
冷
泉
天
皇
と
な
っ
て
い
る
。
姸
子
は
冷
泉
系

の
皇
統
で
あ
る
三
条
天
皇
へ
入
内
し
た
も
の
の
皇
子
を
産
む
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
中
宮
と
な
っ
て
い
る(10)。
つ
ま
り
こ
の
三
人

は
、
道
長
が
栄
華
を
築
く
上
で
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
役
目
を
果
た
し
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て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寛
子
は
二
十
五
歳
、
嬉
子

は
十
九
歳
、
姸
子
は
三
十
四
歳
で
、
お
お
む
ね
年
若
く
し
て
死
去

し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
中
関
白
家
の
三

人
の
女
た
ち

定
子
、
原
子
、
御
匣
殿
が
、
そ
の
繁
栄
の
た
め

の
役
目
を
果
た
せ
ず
若
く
し
て
死
去
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
比
較

す
る
と
、
同
じ
く
若
く
し
て
死
去
し
た
御
堂
関
白
家
の
寛
子
、
嬉

子
、
姸
子
は
一
応
の
役
目
を
果
た
し
た
上
で
の
死
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

と
は
い
え
、
寛
子
、
嬉
子
、
姸
子
と
い
う
三
人
の
御
堂
関
白
家

の
女
は
、
両
親
よ
り
も
先
に
年
若
く
し
て
死
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
父
道
長
や
母
明
子
、
倫
子
が
い
か
に
そ
の
死
に

衝
撃
を
受
け
た
の
か
を
、『
栄
花
物
語
』
は
読
者
に
訴
え
か
け
る

よ
う
に
表
現
す
る
の
で
あ
る
。『
栄
花
物
語
』
は
、
栄
華
を
極
め

た
道
長
で
さ
え
女
ら
の
死
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
ず
、
そ
う
し
た
人
間

の
運
命
の
厳
し
さ
、
過
酷
さ
と
い
う
も
の
を
女
性
の
死
を
通
し
て

描
こ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章

『
栄
花
物
語
』
の
哀
傷
歌

『
栄
花
物
語
』
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
女
性
の
死
に
関
す
る
記

事
が
多
く
描
か
れ
る
。
そ
の
記
事
の
中
に
少
な
か
ら
ぬ
数
の
哀
傷

歌
が
記
さ
れ
、
哀
悼
の
意
を
よ
り
一
層
強
め
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

哀
傷
歌
に
つ
い
て
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
に
は
以
下
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

哀
傷
歌
（
あ
い
し
や
う
か
）〔
歌
学
用
語
〕

知
己
の
死
を
嘆
き
哀
悼
す
る
和
歌
の
こ
と
。
広
義
に
は
人
の

死
に
関
連
す
る
和
歌
全
般
を
さ
す
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て

は
、
挽
歌
と
称
さ
れ
（
巻
二
・
三
）、
死
者
を
哀
悼
し
そ
の
鎮

魂
を
願
う
呪
術
的
性
格
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
古
今

集
』
以
降
に
お
い
て
は
、
哀
傷
歌
と
称
さ
れ
、
親
し
い
人
の

死
を
哀
悼
す
る
歌
と
、
悲
嘆
す
る
人
を
慰
撫
す
る
内
容
の
贈

答
歌
を
中
心
と
し
て
い
る
。
平
安
中
期
以
降
、
観
念
的
な
内

容
や
釈
教
歌
的
な
仏
教
的
性
格
の
強
い
歌
や
、
出
家
に
際
し

て
の
感
慨
、
無
常
観
を
詠
ん
だ
歌
な
ど
多
様
性
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
内
容
の
性
格
か
ら
類
型
的
な
表
現
が
多
い
が
、

『
新
古
今
集
』
哀
傷
部
に
お
い
て
は
、
独
特
の
個
性
的
な
表

現
の
歌
（
八
〇
一
な
ど
）
も
見
ら
れ
る
。
勅
撰
集
の
部
立
に

お
い
て
は
、『
古
今
集
』
巻
一
六
か
ら
見
え
、
以
降
『
拾
遺

集
』
巻
二
〇
、『
後
拾
遺
集
』
巻
一
〇
〈
中
略
〉
の
各
集
で

は
、
独
立
し
た
部
立
と
し
て
、
賀
部
と
対
比
的
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
ほ
か
の
勅
撰
集
で
は
、
雑
部
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る(11)。
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𠮷
田
茂
氏
に
よ
れ
ば
、『
栄
花
物
語
』
の
哀
傷
歌
は
、
正
続
合

わ
せ
た
全
四
十
巻
に
お
い
て
全
体
の
歌
数
六
三
一
首
の
う
ち
一
九

七
首
で
あ
る(12)。
そ
の
う
ち
女
性
の
死
に
ま
つ
わ
る
哀
傷
歌
は
私
見

に
よ
れ
ば
、
正
編
に
六
三
首
、
続
編
に
二
八
首
の
合
計
九
一
首
が

数
え
ら
れ
る
。

『
栄
花
物
語
』
の
女
性
の
死
の
描
写
に
『
源
氏
物
語
』
の
影
響

が
あ
る
こ
と
は
、
加
藤
静
子
氏
が
は
や
く
「『
栄
花
物
語
』

源

氏
物
語
の
影
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る(13)。
加
藤
氏
は
、『
源

氏
物
語
』
の
「
葵
」
巻
に
お
け
る
葵
上
と
『
栄
花
物
語
』
の
巻
第

二
十
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
の
藤
原
嬉
子
の
死
に
つ
い
て
そ
の
類
似

点
を
指
摘
さ
れ
た
。
二
宮
愛
理
氏
は
加
藤
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、

巻
第
二
十
六
「
楚
王
の
夢
」
に
お
け
る
嬉
子
の
葬
送
の
描
写
に
つ

い
て
、『
源
氏
物
語
』「
葵
」
巻
の
影
響
を
指
摘
し
、『
栄
花
物
語
』

の
意
図
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
同
氏
は
、『
源
氏
物
語
』
の
表

現
の
典
拠
と
な
っ
た
〈
高
唐
賦
〉、〈
有
所
嗟
〉
と
い
う
二
つ
の
漢

詩
を
、『
栄
花
物
語
』
も
ま
た
摂
取
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
源
氏

物
語
』
と
い
う
優
れ
た
作
品
の
力
を
借
り
て
嬉
子
へ
の
哀
傷
を
よ

り
文
学
的
に
演
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る(14)。

ま
た
安
藤
靖
治
氏
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
葵
」
巻
の
葵
上
の
死

と
『
栄
花
物
語
』
の
巻
第
七
「
と
り
べ
野
」
の
藤
原
定
子
の
死
に

つ
い
て
、
物
語
的
顚
末
な
い
し
は
構
想
が
酷
似
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
た(15)。
さ
ら
に
瓦
井
裕
子
氏
は
、『
源
氏
物
語
』
の
作
者
紫
式

部
が
仕
え
た
藤
原
彰
子
の
妹
で
あ
る
藤
原
姸
子
へ
の
哀
傷
歌
を
手

が
か
り
に
し
て
、
巻
第
二
十
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
と
『
源
氏
物

語
』
を
比
較
し
、
姸
子
へ
の
哀
傷
歌
は
と
り
わ
け
葵
上
や
紫
上
な

ど
へ
の
哀
傷
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
と
捉
え
て
い
る(16)。
右
の
よ
う
に

『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
る
『
栄
花
物
語
』
だ
が
、

哀
傷
歌
に
限
れ
ば
網
羅
的
な
研
究
は
い
ま
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い(17)。

そ
こ
で
本
章
で
は
、『
栄
花
物
語
』
の
女
性
の
死
に
お
け
る
哀

傷
歌
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
検

討
し
て
み
た
い
。
な
お
、『
栄
花
物
語
』
と
比
較
す
る
『
源
氏
物

語
』
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
哀
傷
歌
に
限
ら
ず
『
源
氏
物
語
』
に

含
ま
れ
る
す
べ
て
の
和
歌
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節

『
栄
花
物
語
』
の
哀
傷
歌
一
覧

先
述
の
よ
う
に
『
栄
花
物
語
』
の
女
性
の
死
を
悼
む
場
面
に
は

哀
傷
歌
の
あ
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
『
栄
花
物
語
』
の
女
性

の
死
に
ま
つ
わ
る
哀
傷
歌
を
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
定
義
に
基

づ
き
、
近
親
者
や
主
人
の
死
を
悼
む
歌
、
ま
た
そ
れ
を
慰
撫
す
る

歌
を
中
心
に
一
周
忌
の
際
の
歌
、
故
人
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
歌

な
ど
を
も
含
め
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に

通
し
番
号
を
付
し
、
括
弧
内
に
は
詠
者
を
記
し
た
。
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正
編

一
、
そ
の
を
り
に
着
て
ま
し
も
の
を
藤
衣
や
が
て
そ
れ
こ
そ
別
れ

な
り
け
れ
（
伊
周
）

二
、
よ
も
す
が
ら
契
り
し
こ
と
を
忘
れ
ず
は
恋
ひ
ん
涙
の
色
ぞ
ゆ

か
し
き
（
定
子
）

三
、
知
る
人
も
な
き
別
れ
路
に
今
は
と
て
心
細
く
も
急
ぎ
た
つ
か

な
（
定
子
）

四
、
煙
と
も
雲
と
も
な
ら
ぬ
身
な
り
と
も
草
葉
の
露
を
そ
れ
と
な

が
め
よ
（
定
子
）

五
、
誰
も
み
な
消
え
の
こ
る
べ
き
身
な
ら
ね
ど
ゆ
き
隠
れ
ぬ
る
君

ぞ
悲
し
き
（
伊
周
）

六
、
白
雪
の
降
り
つ
む
野
辺
は
跡
絶
え
て
い
づ
く
を
は
か
と
君
を

た
づ
ね
む
（
隆
家
）

七
、
故
里
に
ゆ
き
も
帰
ら
で
君
と
も
に
同
じ
野
辺
に
て
や
が
て
消

え
な
ん
（
隆
円
）

八
、
野
辺
ま
で
に
心
ば
か
り
は
通
へ
ど
も
わ
が
行
幸
と
も
知
ら
ず

や
あ
る
ら
ん
（
一
条
天
皇
）

九
、
同
じ
ご
と
匂
ふ
ぞ
つ
ら
き
桜
花
今
年
の
春
は
色
変
れ
か
し

（
対
の
御
方
）

一
〇
、
嵐
吹
く
深
山
の
里
に
君
を
置
き
て
心
も
そ
ら
に
今
日
は
し

ぐ
れ
ぬ
（
倫
子
）

一
一
、
夢
の
う
ち
の
夢
の
宿
り
に
宿
り
し
て
わ
が
身
は
知
ら
で
人

ぞ
恋
し
き
（
長
家
）

一
二
、
死
ぬ
ば
か
り
恋
し
き
人
を
恋
ふ
る
か
な
渡
河
に
て
も
し
も

逢
ふ
や
と
（
長
家
）

一
三
、
ち
が
へ
て
も
君
に
見
せ
ば
や
見
る
ほ
ど
も
泣
く
泣
く
覚
む

る
夢
の
悲
し
さ
（
母
北
の
方
）

一
四
、
別
れ
路
は
つ
ひ
の
こ
と
ぞ
と
思
へ
ど
も
お
く
れ
先
だ
つ
ほ

ど
ぞ
悲
し
き
（
良
経
）

一
五
、
露
を
だ
に
あ
て
じ
と
思
ひ
て
朝
夕
に
わ
が
撫
子
の
枯
れ
に

け
る
か
な
（
公
任
）

一
六
、
あ
だ
に
か
く
落
つ
と
嘆
き
し
む
ば
玉
の
髪
こ
そ
長
き
か
た

み
な
り
け
れ
（
母
尼
上
）

一
七
、
明
暮
も
見
る
べ
き
も
の
を
玉
匣
ふ
た
た
び
逢
は
ん
身
に
し

あ
ら
ね
ば
（
公
任
）

一
八
、
し
る
く
し
も
見
え
ぬ
な
り
け
り
数
知
ら
ず
落
つ
る
涙
の
玉

に
紛
ひ
て
（
諟
子
）

一
九
、
別
れ
に
し
人
に
代
へ
て
も
見
て
し
が
な
ほ
ど
経
て
か
へ
る

玉
も
あ
り
け
り
（
母
尼
上
）

二
〇
、
見
る
ご
と
に
袖
ぞ
ぬ
れ
け
る
泉
河
憂
き
こ
と
聞
き
し
わ
た

り
と
思
へ
ば
（
定
頼
）

二
一
、
妹
背
山
よ
そ
に
聞
く
だ
に
露
け
き
に
子
恋
の
森
を
思
ひ
や
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ら
な
ん
（
公
任
）

二
二
、
と
も
し
火
の
光
は
あ
ま
た
見
ゆ
れ
ど
も
小
倉
の
山
を
ひ
と

り
行
く
か
な
（
教
通
室
）

二
三
、
ふ
る
さ
と
に
君
は
い
か
に
と
待
ち
問
は
ば
い
づ
れ
の
山
の

雲
と
こ
た
へ
ん
（
公
任
）

二
四
、
今
は
と
て
形
見
の
衣
ぬ
ぎ
か
へ
て
色
か
は
る
べ
き
心
地
こ

そ
せ
ね
（
生
子
）

二
五
、
思
ひ
や
れ
胸
や
は
あ
く
る
音
高
み
霊
の
夜
殿
の
戸
を
閉
ぢ

し
よ
り
（
某
命
婦
）

二
六
、
煙
せ
ぬ
深
山
お
ろ
し
の
悲
し
さ
に
雲
の
林
は
た
ち
や
そ
ひ

け
ん
（
相
任
）

二
七
、
あ
り
と
て
や
人
は
と
ふ
ら
ん
送
り
お
き
し
霊
の
夜
殿
に
そ

ひ
に
し
も
の
を
（
中
納
言
の
君
）

二
八
、
月
の
影
林
の
鳥
の
声
な
ら
で
行
き
か
ふ
人
の
な
き
ぞ
悲
し

き
（
読
人
し
ら
ず
）

二
九
、
夏
の
夜
を
わ
け
し
そ
の
夜
も
袖
濡
れ
き
秋
の
草
葉
も
露
ぞ

こ
ぼ
る
る
（
読
人
し
ら
ず
）

三
〇
、
別
れ
に
し
春
の
か
た
み
の
藤
衣
た
ち
重
ね
着
る
わ
れ
ぞ
悲

し
き
（
小
一
条
院
）

三
一
、
か
の
世
に
は
わ
れ
よ
り
ほ
か
の
親
や
あ
ら
む
さ
て
だ
に
思

ふ
人
を
聞
か
ば
や
（
道
長
）

三
二
、
心
だ
に
こ
の
世
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
ば
ま
す
ら
ん
さ
ま
も

ゆ
き
て
見
て
ま
し
（
小
式
部
の
乳
母
）

三
三
、
ほ
ど
も
な
く
雲
と
な
り
ぬ
る
君
な
れ
ば
昔
の
夢
の
心
地
こ

そ
す
れ
（
読
人
し
ら
ず
）

三
四
、
人
知
れ
ず
心
を
の
み
ぞ
野
べ
に
や
る
花
見
む
人
も
な
き
秋

な
れ
ば
（
読
人
し
ら
ず
）

三
五
、
こ
の
秋
は
嵯
峨
野
の
花
も
か
ひ
ぞ
な
き
君
ひ
と
り
こ
そ
心

ゆ
き
け
れ
（
読
人
し
ら
ず
）

三
六
、
契
り
け
ん
千
代
は
涙
の
水
底
に
枕
ば
か
り
や
浮
き
て
見
ゆ

ら
ん
（
進
内
侍
）

三
七
、
起
き
臥
し
の
契
り
は
絶
え
て
つ
き
せ
ね
ば
枕
を
浮
く
る
涙

な
り
け
り
（
長
家
）

三
八
、
悲
し
さ
を
か
つ
は
思
ひ
も
慰
め
よ
誰
も
つ
ひ
に
は
と
ま
る

べ
き
世
か
（
東
宮
の
若
宮
の
乳
母
の
小
弁
）

三
九
、
慰
む
る
方
し
な
け
れ
ば
世
の
中
の
常
な
き
こ
と
も
知
ら
れ

ざ
り
け
り
（
長
家
）

四
〇
、
も
ろ
と
も
に
な
が
め
し
人
も
わ
れ
も
な
き
宿
に
は
月
や
ひ

と
り
す
む
ら
ん
（
長
家
）

四
一
、
た
ち
重
ね
見
す
べ
き
さ
ま
も
知
ら
せ
ね
ば
鐘
の
音
に
て
き

つ
と
知
ら
な
ん
（
道
長
）

四
二
、
わ
れ
し
あ
ら
ば
た
し
か
に
着
せ
ん
心
ざ
し
い
ろ
い
ろ
深
き
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花
の
袂
は
（
院
源
）

四
三
、
う
き
世
な
り
思
ひ
か
け
き
や
時
の
間
も
君
に
あ
ひ
見
で
過

ぐ
す
べ
し
と
は
（
長
家
）

四
四
、
今
日
ま
で
は
あ
り
と
も
人
に
知
ら
れ
じ
と
涙
に
沈
む
身
を

ば
問
ふ
ら
ん
（
長
家
）

四
五
、
と
ど
め
お
き
て
誰
を
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
ん
子
は
ま
さ
り
け

り
子
は
ま
さ
る
ら
ん
（
和
泉
式
部
）

四
六
、
恋
ひ
て
泣
く
涙
に
影
は
見
え
ぬ
る
を
中
川
ま
で
も
何
か
渡

ら
ん
（
和
泉
式
部
）

四
七
、
思
ひ
き
や
夢
の
な
か
な
る
夢
に
て
も
か
く
よ
そ
よ
そ
に
な

ら
ん
も
の
と
は
（
公
信
室
）

四
八
、
つ
て
に
聞
く
ほ
ど
だ
に
悲
し
思
ひ
や
れ
ほ
の
か
に
見
え
し

夢
の
名
残
を
（
姫
君
）

四
九
、
形
見
と
て
染
め
た
る
色
の
衣
さ
へ
落
つ
る
涙
に
朽
ち
ぬ
べ

き
か
な
（
姫
君
）

五
〇
、
藤
衣
か
へ
す
が
へ
す
も
悲
し
き
は
涙
の
か
か
る
み
ゆ
き
な

り
け
り
（
不
明
）

五
一
、
花
紅
葉
折
り
し
袂
を
今
は
と
て
藤
の
衣
を
着
る
ぞ
悲
し
き

（
不
明
）

五
二
、
君
恋
ふ
る
涙
の
色
は
そ
の
か
み
の
別
れ
の
庭
も
か
く
や
あ

り
け
ん
（
命
婦
の
乳
母
）

五
三
、
い
に
し
へ
の
別
れ
の
庭
の
涙
に
も
身
に
し
む
こ
と
は
な
ほ

ぞ
ま
さ
れ
る
（
弁
の
乳
母
）

五
四
、
君
が
見
し
月
ぞ
と
思
へ
ど
な
ぐ
さ
ま
ず
別
れ
し
庭
を
憂
し

と
思
へ
ば
（
典
侍
）

五
五
、
な
が
め
け
ん
月
の
光
を
し
る
べ
に
て
闇
を
も
照
ら
す
影
と

添
ふ
ら
ん
（
弁
の
乳
母
）

五
六
、
立
ち
の
ぼ
る
雲
と
な
り
に
し
君
ゆ
ゑ
に
月
ぞ
う
き
世
の
影

と
の
み
見
る
（
中
将
の
乳
母
）

五
七
、
憂
け
れ
ど
も
見
し
面
影
の
恋
し
さ
に
今
宵
の
月
を
あ
か
ず

見
る
か
な
（
五
節
の
君
）

五
八
、
な
ど
て
君
雲
隠
れ
け
ん
か
く
ば
か
り
の
ど
か
に
す
め
る
月

も
あ
る
世
に
（
五
節
の
君
）

五
九
、
さ
や
か
な
る
月
と
は
い
さ
や
見
え
わ
か
ず
た
だ
か
き
曇
る

心
地
の
み
し
て
（
少
将
）

六
〇
、
数
な
ら
ぬ
涙
の
露
を
添
へ
て
だ
に
玉
の
飾
り
を
ま
さ
ん
と

ぞ
思
ふ
（
和
泉
式
部
）

六
一
、
別
れ
に
し
魂
は
返
す
に
か
た
け
れ
ど
涙
の
み
こ
そ
袖
に
か

か
れ
る
（
赤
染
衛
門
）

六
二
、
か
け
て
だ
に
思
ひ
か
け
き
や
唐
衣
か
た
み
に
涙
か
け
ん
も

の
と
は
（
典
侍
）

六
三
、
花
に
の
み
染
め
し
袂
を
う
ち
か
へ
し
涙
の
か
か
る
色
ぞ
悲
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し
き
（
弁
の
乳
母
）

続
編

六
四
、
目
の
前
に
か
く
荒
れ
果
つ
る
伊
勢
の
海
を
よ
そ
の
渚
と
思

ひ
け
る
か
な
（
出
羽
弁
）

六
五
、
古
の
海
人
の
住
み
け
ん
伊
勢
の
海
も
か
か
る
渚
は
あ
ら
じ

と
ぞ
思
ふ
（
兼
房
）

六
六
、
君
が
た
め
年
経
て
見
え
し
火
焚
屋
の
今
は
わ
が
身
の
胸
を

焼
く
か
な
（
肥
後
の
命
婦
）

六
七
、
い
つ
く
し
き
飾
り
と
見
え
し
火
焚
屋
も
今
日
は
心
を
焦
す

な
り
け
り
（
出
羽
弁
）

六
八
、
い
か
に
せ
ん
衛
士
の
焚
く
火
も
消
え
果
て
て
長
き
思
ひ
に

燃
え
ぬ
べ
き
身
を
（
斎
院
の
小
弁
の
命
婦
）

六
九
、
木
枯
の
風
に
ま
か
す
る
紅
葉
だ
に
ま
だ
散
ら
ぬ
に
や
人
は

散
り
な
ん
（
斎
院
の
小
弁
の
命
婦
）

七
〇
、
君
ま
さ
ぬ
古
き
宮
に
は
涙
河
渡
る
ば
か
り
の
瀬
こ
そ
な
か

ら
め
（
出
羽
弁
）

七
一
、
か
く
ば
か
り
涙
の
雨
の
日
を
経
れ
ば
げ
に
宮
城
野
も
海
と

な
る
ら
ん
（
宣
旨
の
君
）

七
二
、
泣
く
涙
雨
雲
霧
り
て
降
り
に
け
り
隙
な
く
空
も
思
ふ
な
る

べ
し
（
源
為
善
）

七
三
、
悲
し
さ
ぞ
い
と
ど
数
添
ふ
天
地
も
君
を
恋
ふ
る
と
見
ゆ
る

け
し
き
に
（
出
羽
弁
か
）

七
四
、
紅
葉
葉
の
心
ご
こ
ろ
に
散
り
ぬ
と
も
こ
の
も
と
は
な
ほ
思

ひ
出
で
な
ん
（
宣
旨
の
君
）

七
五
、
紅
葉
葉
の
こ
の
も
と
を
だ
に
頼
ま
ず
は
散
る
に
も
い
と
ど

悲
し
か
ら
ま
し
（
出
羽
弁
か
）

七
六
、
悲
し
き
に
添
へ
て
も
も
の
の
悲
し
き
は
別
れ
の
う
ち
の
別

れ
な
り
け
り
（
斎
院
の
小
弁
の
命
婦
）

七
七
、
あ
ま
た
さ
へ
別
れ
の
道
を
知
ら
ま
し
や
君
に
お
く
れ
ぬ
わ

が
身
な
り
せ
ば
（
出
羽
弁
）

七
八
、
見
る
ま
ま
に
夢
幻
の
世
の
中
は
し
し
の
果
て
こ
そ
悲
し
か

り
け
れ
（
出
羽
弁
か
）

七
九
、
さ
も
こ
そ
は
君
が
ま
も
り
の
う
せ
ぬ
と
も
か
く
や
は
し
し

の
果
て
も
あ
る
べ
き
（
宣
旨
の
君
）

八
〇
、
う
き
も
の
の
さ
す
が
に
惜
し
き
今
年
か
な
遙
け
さ
ま
さ
る

君
が
別
れ
に
（
宣
旨
の
君
）

八
一
、
悲
し
さ
は
い
と
ど
ぞ
ま
さ
る
別
れ
に
し
年
に
も
今
日
は
別

る
と
思
へ
ば
（
長
家
）

八
二
、
春
立
つ
と
聞
く
に
も
も
の
の
悲
し
き
は
今
年
の
去
年
に
な

れ
ば
な
り
け
り
（
長
家
）

八
三
、
あ
た
ら
し
き
年
に
添
へ
て
も
変
ら
ね
ば
恋
ふ
る
心
ぞ
形
見

な
り
け
る
（
出
羽
弁
）
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八
四
、
時
雨
す
る
秋
の
深
山
の
嵐
に
は
よ
に
大
淀
の
船
出
せ
じ
か

し
（
相
模
）

八
五
、
ま
し
て
人
い
か
な
る
こ
と
を
思
ふ
ら
ん
時
雨
だ
に
知
る
今

日
の
あ
は
れ
を
（
出
羽
弁
）

八
六
、
霧
は
れ
ぬ
秋
の
宮
人
あ
は
れ
い
か
に
時
雨
に
袂
濡
れ
ま
さ

る
ら
ん
（
読
人
し
ら
ず
）

八
七
、
い
か
ば
か
り
君
嘆
く
ら
ん
数
な
ら
ぬ
身
だ
に
知
ら
れ
し
秋

の
あ
は
れ
を
（
出
雲
）

八
八
、
去
年
の
今
日
別
れ
し
星
も
逢
ひ
ぬ
め
り
た
め
し
な
き
身
ぞ

悲
し
か
り
け
る
（
後
朱
雀
天
皇
）

八
九
、
秋
く
れ
ば
流
れ
ま
さ
れ
ど
天
の
河
影
だ
に
見
え
ぬ
人
ぞ
悲

し
き
（
女
房
）

九
〇
、
お
よ
び
な
く
影
も
見
ざ
り
し
月
な
れ
ど
雲
隠
る
る
は
悲
し

か
り
け
り
（
不
明
）

九
一
、
し
ぐ
れ
つ
つ
朽
ち
に
し
袖
は
い
か
が
す
る
あ
は
れ
う
か
り

し
秋
は
来
に
け
り
（
通
俊
）

『
栄
花
物
語
』
の
女
性
の
死
に
ま
つ
わ
る
哀
傷
歌
は
以
上
の
九

一
首
で
あ
る
。
一
か
ら
六
三
の
歌
は
正
編
、
六
四
か
ら
九
一
の
歌

は
続
編
の
哀
傷
歌
で
あ
る
。
歌
数
が
最
も
多
い
の
は
続
編
の
藤
原

威
子
の
二
一
首
、
次
に
正
編
の
藤
原
姸
子
の
一
四
首
で
あ
る
。
ま

た
十
首
近
い
数
の
哀
傷
歌
が
あ
る
人
物
は
、
藤
原
嬉
子
（
七
首
）、

藤
原
定
子
（
七
首
）、
藤
原
公
任
女
（
七
首
）、
藤
原
長
家
室
（
藤
原

斉
信
女
）（
七
首
）
な
ど
で
あ
る
。
な
お
二
〜
四
の
定
子
の
遺
詠
は
、

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
五
三
六
、
五
三
七
、
一
二
二
一
（
異
本
歌
）

に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節

『
栄
花
物
語
』
の
哀
傷
歌
と
『
源
氏
物
語
』

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
の
女
性
の
死
に
ま

つ
わ
る
哀
傷
歌
は
九
一
首
存
在
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、『
栄
花

物
語
』
の
女
性
の
死
に
ま
つ
わ
る
哀
傷
歌
と
『
源
氏
物
語
』
の
歌

と
を
比
較
し
、
両
者
の
か
か
わ
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
『
栄
花
物
語
』
と
か
か
わ
る
歌
を

あ
げ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
を
頭
に
付
し
、
括
弧
内
に
は

巻
名
と
詠
者
を
記
し
た
。
ま
た
両
者
で
同
じ
語
句
が
あ
る
場
合
に

は
傍
線
を
付
し
て
表
し
た
。
な
お
、
両
者
の
比
較
や
同
時
代
の
和

歌
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、『
新
編
国
歌
大
観

Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｒ
Ｏ

Ｍ
』
版
を
用
い
た
。

ま
ず
、〈
別
れ
に
し
〉
と
い
う
語
句
を
考
察
す
る
。『
栄
花
物

語
』
の
哀
傷
歌
に
お
い
て
〈
別
れ
に
し
〉
が
使
わ
れ
た
歌
は
一
九
、

三
〇
、
六
一
、
八
一
の
四
首
で
あ
る
。
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一
九
、
別
れ
に
し
人
に
代
へ
て
も
見
て
し
が
な
ほ
ど
経
て
か
へ
る

玉
も
あ
り
け
り
（
母
尼
上
）

三
〇
、
別
れ
に
し
春
の
か
た
み
の
藤
衣
た
ち
重
ね
着
る
わ
れ
ぞ
悲

し
き
（
小
一
条
院
）

六
一
、
別
れ
に
し
魂
は
返
す
に
か
た
け
れ
ど
涙
の
み
こ
そ
袖
に
か

か
れ
る
（
赤
染
衛
門
）

八
一
、
悲
し
さ
は
い
と
ど
ぞ
ま
さ
る
別
れ
に
し
年
に
も
今
日
は
別

る
と
思
へ
ば
（
長
家
）

一
九
は
公
任
女
が
死
去
し
た
際
に
、
姫
君
が
生
前
に
紛
失
し
て

い
た
数
珠
を
見
つ
け
、
姫
君
を
思
い
出
し
母
尼
上
の
詠
ん
だ
歌
で

あ
る
。
娘
と
死
別
し
た
こ
と
を
〈
別
れ
に
し
〉
と
詠
ん
で
い
る
。

三
〇
は
小
一
条
院
が
女
御
寛
子
の
死
去
し
た
際
に
、
同
じ
年
の
春

に
死
別
し
た
母
皇
后
娍
子
の
死
を
思
い
出
し
「
母
と
死
別
し
た
今

年
の
春
」
と
い
っ
た
意
味
で
〈
別
れ
に
し
〉
と
詠
ん
で
い
る
。
六

一
で
は
、
皇
太
后
姸
子
の
薨
去
時
に
赤
染
衛
門
が
そ
の
死
を
悼
ん

で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
姸
子
と
死
別
し
た
こ
と
を

〈
別
れ
に
し
〉
と
詠
ん
で
い
る
。
八
一
で
は
、
長
家
が
姉
中
宮
威

子
が
今
年
の
九
月
に
薨
去
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
中
宮
と
死
別

し
た
今
年
を
〈
別
れ
に
し
〉
と
詠
ん
で
い
る
。『
栄
花
物
語
』
で

は
、
以
上
の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
が
「
死
別
」
の
意
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
『
源
氏
物
語
』
に
は
以
下
の
ａ
の
例
が
あ
る
。

ａ
別
れ
に
し
今
日
は
来
れ
ど
も
見
し
人
に
ゆ
き
あ
ふ
ほ
ど
を
い
つ

と
た
の
ま
ん
（「
賢
木
」
光
源
氏
）

こ
の
歌
は
、
光
源
氏
が
父
桐
壺
院
の
御
国
忌
に
雪
の
情
景
を
見

て
、
藤
壺
宮
に
贈
っ
た
歌
で
あ
る
が
、〈
別
れ
に
し
〉
は
こ
こ
で

は
「
父
桐
壺
院
と
死
別
し
た
一
年
前
」
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
で
〈
別

れ
に
し
〉
は
い
ず
れ
も
「
死
別
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
『
源
氏
物
語
』
の
ａ
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い

る
語
句
「
ゆ
き
あ
ふ
」
に
は
「
雪
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
雪
景

色
の
中
で
故
人
を
偲
ん
だ
歌
と
解
釈
さ
れ
る(18)。
地
の
文
に
も
、

「
霜
月
の
朔
日
ご
ろ
、
御
国
忌
な
る
に
雪
い
た
う
降
り
た
り
。

（『
源
氏
物
語
②
』
一
二
八
頁
一
三
行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
雪
が
い

た
く
降
り
積
も
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、『
栄
花
物
語
』
の
藤
原
定
子
の
葬
送
の

場
面
で
あ
る
。
雪
が
降
り
し
き
り
、
兄
弟
ら
や
一
条
天
皇
が
定
子

を
偲
ん
で
哀
傷
歌
を
詠
ん
だ
状
況
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
。『
栄

花
物
語
』
の
定
子
を
め
ぐ
る
哀
傷
歌
の
五
、
六
、
七
、
八
に
は

〈
別
れ
に
し
〉
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も

「
死
別
」
と
い
う
状
況
で
詠
ま
れ
て
、
し
か
も
「
雪
」
と
い
う
語

が
四
首
と
も
に
共
通
し
て
い
る(19)。
ち
な
み
に
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
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「
総
角
」
巻
に
お
い
て
薫
が
大
君
を
偲
ん
で
、「
恋
ひ
わ
び
て
死

ぬ
る
く
す
り
の
ゆ
か
し
き
に
雪
の
山
に
や
跡
を
消
な
ま
し
」
と
よ

む
場
面
が
あ
り
、
こ
の
哀
傷
歌
に
お
い
て
も
、「
死
別
」
と
雪
と

い
う
も
の
が
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
代
の
歌
で
〈
別
れ
に
し
〉
が
使
用
さ
れ
た
歌
を
見

る
と
、
た
と
え
ば
『
赤
染
衛
門
集
』
の
二
八
九
番
「
別
れ
に
し
人

は
い
か
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
し
で
の
山
路
の
物
が
た
り
せ
よ(20)」
が
あ

る
。
死
去
し
た
夫
匡
衝
を
思
い
出
し
、〈
別
れ
に
し
人
〉
は
ど
こ

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
も
〈
別

れ
に
し
〉
は
「
死
別
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
伊
勢

大
輔
集
』
一
〇
六
番
に
「
別
れ
に
し
そ
の
日
ば
か
り
は
返
り
来
て

い
き
も
か
へ
ら
ぬ
人
ぞ
悲
し
き(21)」
が
あ
り
、
こ
れ
は
伊
勢
大
輔
が
、

夫
成
順
の
一
周
忌
に
故
人
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
ち
ら

の
〈
別
れ
に
し
〉
も
「
死
別
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
『
伊
勢
大
輔
集
』
一
三
八
番
に
は
、「
わ
か
れ
に
し
そ
の
ひ

ば
か
り
は
め
ぐ
り
き
て
ゆ
き
も
か
へ
ら
ぬ
人
ぞ
か
な
し
き(22)」
の
形

も
載
せ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
雪
の
意
も
含
む
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
同
時
代
の
歌
集
の
中
に
は
、「
離
別
」
の
も
の
も
あ
る
が
、

む
し
ろ
「
死
別
」
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
同
時
代
の
歌
に

は
、『
源
氏
物
語
』
や
『
栄
花
物
語
』
の
よ
う
に
雪
と
と
も
に
用

い
ら
れ
て
い
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
〈
い
ま
は
と
て
〉
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

〈
今
は
と
て
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
『
栄
花
物
語
』
の
哀
傷
歌
は

以
下
の
三
首
で
あ
る
。

三
、
知
る
人
も
な
き
別
れ
路
に
今
は
と
て
心
細
く
も
急
ぎ
た
つ
か

な
（
定
子
）

二
四
、
今
は
と
て
形
見
の
衣
ぬ
ぎ
か
へ
て
色
か
は
る
べ
き
心
地
こ

そ
せ
ね
（
生
子
）

五
一
、
花
紅
葉
折
り
し
袂
を
今
は
と
て
藤
の
衣
を
着
る
ぞ
悲
し
き

（
不
明
）

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
い
ま
は
」
は
以
下
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
は
【
今
は
】
一
「
今
は
こ
れ
ま
で
」
な
ど
の
気
持
で
、

別
離
や
断
念
の
際
に
発
す
る
語
。〈
中
略
〉
二
〔
名
詞
〕
臨

終
。
死
に
臨
む
時
。「
い
か
に
ぞ
、
い
ま
は
と
見
は
て
つ
や

（
源
氏
・
夕
顔
）」
の
よ
う
に
、
人
の
死
に
際
し
て
一
を
用
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
に
成
立
し
た
語
で
、「
い
ま
は
の
と
き
」

「
今
は
の
き
は
」「
今
は
の
き
ざ
み
」「
今
は
の
と
ぢ
め
」
の

よ
う
な
形
が
多
い(23)。

三
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
藤
原
定
子
の
遺
詠
で
あ
る
。
一
人
寂

し
く
死
出
の
旅
路
へ
旅
立
つ
こ
と
の
心
細
さ
を
詠
ん
で
お
り
、

〈
今
は
と
て
〉
は
「
い
ま
は
こ
れ
ま
で
」
と
臨
終
の
意
で
用
い
ら
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れ
て
い
る
。
二
四
は
、
生
子
が
母
（
教
通
室
・
公
任
女
）
の
一
周
忌

の
際
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
母
を
亡
く
し
て
形
見
の
衣
す
な
わ
ち

喪
服
か
ら
平
服
に
着
替
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
悲
し
み
を
引
き
ず

る
生
子
の
心
情
を
表
現
し
て
お
り
、「
こ
の
一
周
忌
を
最
後
と
し

て
」
と
い
う
意
で
〈
今
は
と
て
〉
と
詠
ん
で
い
る
。
五
一
は
、
姸

子
の
葬
送
の
際
に
よ
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
行
啓
の
際
に
華
や
か
に

着
飾
っ
た
当
時
と
比
較
し
、「
葬
送
の
今
だ
か
ら
と
い
っ
て
」
藤

の
衣
す
な
わ
ち
喪
服
を
着
る
悲
し
さ
を
歌
に
詠
ん
で
い
る
。

一
方
、『
源
氏
物
語
』
の
例
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
ｂ
、
ｃ

の
二
首
が
見
ら
れ
る
。

ｂ
い
ま
は
と
て
燃
え
む
煙
も
む
す
ぼ
ほ
れ
絶
え
ぬ
思
ひ
の
な
ほ
や

残
ら
む
（「
柏
木
」
柏
木
）

ｃ
今
は
と
て
あ
ら
し
や
は
て
ん
亡
き
人
の
心
と
ど
め
し
春
の
垣
根

を
（「
幻
」
光
源
氏
）

ｂ
は
、
柏
木
が
自
ら
の
死
を
悟
っ
て
ひ
そ
か
に
女
房
を
介
し
て

女
三
宮
へ
贈
っ
た
歌
で
あ
る
。
死
を
前
に
女
三
宮
を
あ
き
ら
め
き

れ
な
い
気
持
ち
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、「
も
う
こ
の
世
の
最
期
と
」

と
い
う
意
で
〈
い
ま
は
と
て
〉
と
詠
ん
で
い
る
。
ｃ
は
、
光
源
氏

が
二
条
院
の
紫
上
の
形
見
の
庭
の
紅
梅
を
眺
め
な
が
ら
故
人
を
偲

び
、
出
家
を
意
識
す
る
場
面
で
あ
る
。「
い
よ
い
よ
出
家
す
る
と

な
れ
ば
」
の
意
で
用
い
ら
れ
、
慣
れ
親
し
ん
だ
邸
と
の
「
離
別
」

を
悲
し
む
。
ｂ
は
死
を
目
前
に
詠
ん
だ
辞
世
の
歌
で
あ
り
、
ｃ
の

歌
も
「
離
別
」
で
あ
る
も
の
の
、「
亡
き
人
」
と
い
う
語
句
を
用

い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
定
義
に

か
な
っ
て
お
り
二
例
と
も
哀
傷
歌
で
あ
る
と
い
え
る
。

三
と
ｂ
は
、
自
分
の
死
を
前
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
歌
が
詠
ま

れ
た
状
況
は
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
時
代
の
『
赤
染
衛
門
集
』
四
三
番
の
「
今
は
と
て
う

き
世
を
よ
そ
に
見
る
ま
で
も
花
橘
は
た
の
み
て
お
か
ん(24)」
の
歌
の

〈
今
は
と
て
〉
も
、
命
が
今
と
な
っ
て
は
つ
ま
り
限
り
と
な
っ
て

は
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
て
い
て
「
死
別
」
と
み
ら
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
用
例
も
〈
今
は
と
て
〉
を

「
死
別
」
の
意
で
用
い
て
お
り
、
い
ず
れ
に
基
づ
い
た
か
と
い
う

こ
と
は
断
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

次
に
〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
栄
花
物
語
』
に
は
〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
が
使
わ
れ
て
い
る
歌
は

以
下
の
一
四
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

一
四
、
別
れ
路
は
つ
ひ
の
こ
と
ぞ
と
思
へ
ど
も
お
く
れ
先
だ
つ
ほ

ど
ぞ
悲
し
き
（
良
経
）

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
〈
お
く
れ
先
立
つ
〉
は
以
下

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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お
く
れ
さ
き
だ
・
つ
【
後
先
立
】〔
動
詞
タ
行
四
段
活
用
〕

歌
語
。
遍
昭
の
「
末
の
露
も
と
の
し
づ
く
や
世
の
中
の
お
く

れ
先
だ
つ
た
め
し
な
る
ら
む
」
が
、
公
任
に
よ
っ
て
『
前
十

五
番
歌
合
』
に
選
ば
れ
、『
和
漢
朗
詠
集
』『
古
今
六
帖
』
な

ど
に
も
採
ら
れ
て
普
及
し
た
。『
源
氏
物
語
』
に
も
こ
の
語

が
散
文
の
中
に
融
化
し
た
と
見
な
す
べ
き
用
例
が
多
数
見
い

だ
さ
れ
る
。「
後
先
に
な
る
」
と
い
う
①
の
意
味
か
ら
転
じ

て
②
が
生
じ
る
が
、
こ
の
両
義
の
融
合
に
歌
語
と
し
て
の
正

統
な
い
し
成
熟
を
認
め
得
る
。
①
遅
れ
た
り
、
先
に
な
っ
た

り
す
る
。
②
物
事
に
後
先
が
あ
る
よ
う
に
、
人
の
死
に
後
先

が
あ
る
。
先
に
死
ん
だ
り
、
後
に
死
ん
だ
り
し
て
い
ず
れ
死

ぬ(25)。

一
四
は
、
長
家
室
で
あ
る
藤
原
行
成
女
が
病
に
よ
り
死
去
し
た

際
に
、
兄
良
経
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
長
家
は
、
室
を
偲
ん
で
眠

っ
た
夜
の
夢
に
室
が
現
れ
た
の
で
一
一
、
一
二
の
歌
を
詠
ん
だ
。

そ
の
夢
を
室
の
母
北
の
方
（
行
成
室
）
は
長
家
か
ら
聞
き
、
娘
を

偲
ん
で
一
三
を
返
す
。
一
四
は
さ
ら
に
そ
れ
を
聞
い
て
、
良
経
が

妹
と
の
死
別
を
悲
嘆
し
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
一
四
で
は
、〈
お
く

れ
先
だ
つ
〉
は
年
若
い
妹
が
死
に
、
年
を
取
っ
た
私
（
兄
良
経
）

や
母
上
が
後
に
残
っ
て
い
る
と
い
っ
た
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
語
句
は
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
あ
る
よ
う
に
、
遍
昭
の
歌

な
ど
を
踏
ま
え
て
よ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
遍
昭
の
歌
は
、

草
葉
の
露
を
人
の
命
の
儚
さ
に
引
き
比
べ
て
無
常
を
詠
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
こ
の
〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
が
用
い
ら
れ
た
歌
は
『
源
氏

物
語
』
に
は
以
下
の
ｄ
の
例
が
み
ら
れ
る
。

ｄ
や
や
も
せ
ば
消
え
を
あ
ら
そ
ふ
露
の
世
に
お
く
れ
先
だ
つ
ほ
ど

経
ず
も
が
な
（「
御
法
」
光
源
氏
）

こ
れ
は
病
に
臥
す
紫
上
を
養
女
で
あ
る
明
石
中
宮
と
光
源
氏
が

訪
れ
る
場
面
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
明
石
中
宮
の
訪
問
で
小
康

状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
光
源
氏
は
喜
ぶ
が
紫
上
は
悲
し
い
気
持
ち

に
な
り
、「
お
く
と
見
る
ほ
ど
ぞ
は
か
な
き
と
も
す
れ
ば
風
に
み

だ
る
る
萩
の
う
は
露
」
と
詠
み
、
そ
の
返
し
と
し
て
光
源
氏
が
詠

ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
紫
上
の
死
の
直
前
に
詠
ん
だ
歌
で
あ

り
哀
傷
歌
で
あ
る
。
ｄ
で
は
〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
は
、「
私
（
光

源
氏
）
が
先
に
死
ぬ
か
紫
の
上
が
先
に
死
ぬ
か
」
と
い
う
意
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ｄ
も
一
四
と
同
様
人
の
命
の
儚
さ
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
両
者
の
〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
は
似
た
意
で
用
い
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
時
代
の
『
和
泉
式
部
集
』
三
六
〇
番
の
「
岸
の
上
の

露
は
残
れ
ど
人
の
身
は
後
れ
先
だ
つ
程
だ
に
ぞ
経
ぬ(26)」
も
菊
の
花

は
長
く
咲
き
残
る
が
人
は
次
々
と
亡
く
な
る
儚
さ
と
い
う
も
の
を

詠
ん
で
お
り
、〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
は
、
一
四
や
ｄ
と
同
様
の
意
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で
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
時
代
の
用
例
も
〈
お
く
れ
先

だ
つ
〉
を
同
様
の
意
で
も
ち
い
ら
れ
て
お
り
、『
源
氏
物
語
』
の

影
響
と
は
決
め
が
た
い
。

以
上
、『
栄
花
物
語
』
の
女
性
の
死
に
ま
つ
わ
る
哀
傷
歌
の

〈
別
れ
に
し
〉、〈
今
は
と
て
〉、〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
と
い
う
三
つ

の
語
句
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
と
の
関
連
を
見
て
き
た
。
同

時
代
の
歌
の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の

語
句
は
『
栄
花
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
と
で
同
じ
よ
う
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
と
り
わ
け
『
栄
花
物

語
』
の
定
子
の
死
に
際
し
て
の
「
死
別
」
と
「
雪
」
と
い
う
状
況

が
、『
源
氏
物
語
』「
賢
木
」
巻
に
お
け
る
桐
壺
院
の
御
国
忌
の
際

と
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
栄
花
物
語
』
に
対
す
る
『
源

氏
物
語
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
す
で
に
語
ら
れ
て

い
る
が
、
哀
傷
歌
へ
の
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
に
つ
い
て
の
研
究

は
ま
だ
多
く
の
研
究
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
は
わ
ず
か
三

例
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
ず
、
今
後
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

結
章

『
栄
花
物
語
』
に
描
か
れ
る
宮
廷
女
性
た
ち
の
死
の
様
相
を
眺

め
て
き
た
。

第
一
章
で
は
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
女
性
の
死
の
全
体
像

を
表
に
し
て
表
し
た
。
一
覧
を
見
る
と
、
長
保
年
間
お
よ
び
万
寿

年
間
に
死
の
記
事
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
第
二
章
で
は
、
長
保
年
間
に
薨
去
し
た
藤
原

定
子
と
そ
の
周
辺
の
女
性
の
死
の
描
写
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
長

保
年
間
の
記
述
に
は
、
主
に
定
子
、
そ
の
妹
の
原
子
、
御
匣
殿
な

ど
の
中
関
白
家
の
女
性
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
族
の
期
待
を

背
負
っ
て
入
内
し
た
も
の
の
、
定
子
は
一
条
天
皇
の
三
人
目
の
御

子
を
出
産
後
薨
去
し
、
原
子
は
東
宮
居
貞
親
王
の
寵
愛
を
得
る
こ

と
も
で
き
ず
突
然
死
し
、
御
匣
殿
は
一
条
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
懐

妊
す
る
も
出
産
を
迎
え
る
こ
と
な
く
病
に
よ
り
死
去
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
中
関
白
家
の
女
性
は
若
く
し
て
死
去
し
て
い
る
こ
と
が

描
か
れ
て
い
る
。『
栄
花
物
語
』
は
、
道
隆
の
死
や
伊
周
・
隆
家

ら
の
左
遷
か
ら
始
ま
る
中
関
白
家
の
凋
落
の
有
様
を
、
こ
れ
ら
の

女
性
の
死
や
伊
周
・
隆
家
の
悲
嘆
か
ら
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
た
。

第
三
章
で
は
、
万
寿
年
間
の
女
性
の
死
に
つ
い
て
、
寛
子
、
嬉

子
、
姸
子
ら
道
長
の
女
の
死
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
若
く
し
て

死
去
し
た
女
の
死
を
、
父
道
長
や
母
明
子
、
倫
子
の
悲
嘆
す
る
様

子
か
ら
、『
栄
花
物
語
』
は
、
栄
華
を
極
め
た
道
長
で
さ
え
も
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「
死
」
と
い
う
運
命
の
厳
し
さ
に
は
あ
ら
が
え
な
い
こ
と
を
描
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。

中
関
白
家
に
つ
い
て
は
、
そ
の
凋
落
の
有
様
を
、
御
堂
関
白
家

に
つ
い
て
は
道
長
の
晩
年
の
悲
し
み
と
い
う
も
の
を
女
性
の
死
と

い
う
側
面
か
ら
描
こ
う
と
し
た
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
死
去
し

た
女
性
ら
の
様
相
や
周
辺
人
物
の
悲
嘆
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
た
第
四
章
で
は
、
女
性
の
死
に
ま
つ
わ
る
哀
傷
歌
の
〈
別
れ

に
し
〉、〈
今
は
と
て
〉、〈
お
く
れ
先
だ
つ
〉
と
い
う
三
つ
の
語
句

に
つ
い
て
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
連
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
三

つ
の
語
句
は
、『
栄
花
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
と
で
同
じ
よ
う

な
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、

同
時
代
の
歌
集
な
ど
と
の
関
連
も
含
め
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
後
は
、
女
性
の
死
と
い
う
も
の
が
『
栄
花
物
語
』
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
深
く
追
究
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
哀
傷
歌
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
検
討
は
三

語
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
語
句
に
つ
い
て
も
考
察

を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
の
み

で
な
く
地
の
文
に
も
研
究
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
今
回
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
が
哀
傷
歌
を
多
く
詠
ま
れ
た
女

性
の
死
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

注(1
)
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

第
一
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七

年
）

(2
)
加
納
重
文
『
歴
史
物
語
の
思
想
』（
京
都
女
子
大
学
、
一
九
九

二
年
）
初
稿
「
歴
史
物
語
」（『
中
古
日
本
文
学
史
』
所
収
、
有
斐

閣
、
一
九
七
九
年
）

(3
)
福
長
進
『
歴
史
物
語
の
創
造
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

初
稿
「『
源
氏
物
語
』
は
な
ぜ
歴
史
を
生
ん
だ
か
」（「
国
文
学
」

第
四
十
二
号
、
一
九
九
七
年
）

(4
)
加
納
重
文
『
歴
史
物
語
の
思
想
』（
京
都
女
子
大
学
、
一
九
九

二
年
）
初
稿
「
栄
花
物
語
の
性
格
」（「
国
語
国
文
」
四
五
巻
九
号
、

一
九
七
六
年
）

(5
)
御
前
（
＝
定
子
）
一
人
の
御
心
に
は
思
ほ
し
ま
ぎ
る
る
こ
と
な

く
て
、
は
か
な
く
御
手
習
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ひ
つ
つ
も
、
あ
は
れ

な
る
事
ど
も
を
の
み
書
き
つ
け
さ
せ
た
ま
ふ
。（
①
三
二
四
頁
五

行
）

(6
)引
用
の
底
本
（
①
三
二
九
頁
）
の
頭
注
一
二
に
「
こ
の
当
時
は
火

葬
が
通
例
。
定
子
が
土
葬
を
願
っ
た
思
想
的
根
拠
は
明
ら
か
で
な

い
。〈
後
略
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(7
)
中
納
言
（
＝
隆
家
）、
宮
（
＝
定
子
）
の
御
有
様
も
思
し
や
り
、

か
の
母
北
の
方
（
＝
貴
子
）
を
も
思
し
や
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
い
み

じ
く
て
、
女
院
（
＝
詮
子
）
も
内
（
＝
一
条
天
皇
）
も
、
遙
か
な

る
御
有
様
を
い
と
ど
心
苦
し
う
思
し
め
し
て
、
大
殿
（
＝
道
長
）
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に
も
「
な
ほ
、
こ
と
よ
ろ
し
か
る
べ
く
」
な
ど
院
（
＝
詮
子
）
に

切
に
申
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
帥
殿
は
播
磨
に
、
中
納
言
殿
は
但
馬
に

と
ど
ま
り
た
ま
ふ
べ
き
宣
旨
下
り
ぬ
。（
①
二
五
三
頁
一
〇
行
）

(8
)
た
だ
し
原
子
の
実
際
の
死
は
、『
権
記
』
長
保
四
年
八
月
三
日

条
に
「
三
日
丙
寅

臨
昏
為
文
朝
臣
來
、
告
淑
景
舎
君
於
東
三
條

東
對
御
曹
司
頓
滅
云
々
、
聞
悲
無
極
」（『
増
補
史
料
大
成

権
記

一
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
と
あ
る
よ
う
に
八
月
三
日
の
こ

と
で
あ
る
。

(9
)
巻
第
八
「
は
つ
は
な
」
に
お
け
る
年
次
に
よ
れ
ば
、
御
匣
殿
の

死
は
寛
弘
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
『
権
記
』
長
保
四
年
六

月
三
日
条
に
「
三
日
丁
卯

昨
今
物
忌
、
故
関
白
殿
四
君
亡
給
」

（『
増
補
史
料
大
成

権
記
一
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
と

あ
る
よ
う
に
、
実
際
の
御
匣
殿
の
死
は
原
子
の
死
の
二
か
月
前
で
、

長
保
四
年
六
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

(10
)
「
か
く
て
后
三
人
お
は
し
ま
す
こ
と
を
、
世
に
め
づ
ら
し
き
こ

と
に
て
、
殿
（
＝
道
長
）
の
御
幸
ひ
、
こ
の
世
は
こ
と
に
見
え
さ

せ
た
ま
ふ
。
こ
の
御
前
た
ち
（
＝
彰
子
、
姸
子
、
威
子
）
の
お
は

し
ま
し
集
ま
ら
せ
た
ま
へ
る
を
り
は
、
た
だ
今
も
の
見
知
り
、
古

の
こ
と
お
ぼ
え
た
ら
ん
人
に
、
物
の
狭
間
よ
り
か
い
ば
ま
せ
た
て

ま
つ
ら
ば
や
と
ま
で
ぞ
、
思
さ
れ
け
る
。（
②
一
五
六
頁
一
一

行
）」
と
あ
る
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
は
一
家
に
三
人
の
后
が
立

つ
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
「
御
幸
ひ
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(11
)
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
〇
年
）

に
よ
る
。

(12
)
山
中
裕
編
『
栄
花
物
語
の
新
研
究
：
歴
史
と
物
語
を
考
え
る
』

（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
、
𠮷
田
茂
「『
栄
花
物
語
』
の

和
歌
・
引
歌
考
」

(13
)
加
藤
静
子
「『
栄
花
物
語
』

源
氏
物
語
の
影
」（「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
五
四
-
三
、
至
文
堂
、
一
九
八
九
年
）

(14
)
二
宮
愛
理
「『
栄
花
物
語
』「
楚
王
の
夢
」
に
お
け
る
雲
と
霧
の

哀
傷
」（「
西
日
本
国
語
国
文
学
」
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）

(15
)
安
藤
靖
治
「
中
関
白
家
鎮
魂
譜
（
抄
）

諸
書
に
描
か
れ
る
、

主
と
し
て
の
伊
周
・
定
子
像
の
位
相
か
ら

」（「
麗
澤
大
学
紀

要
」
第
八
十
一
巻
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

(16
)
瓦
井
裕
子
「
藤
原
姸
子
周
辺
の
女
房
と
『
源
氏
物
語
』」（「
詞

林
」
第
六
十
一
号
、
二
〇
一
七
年
四
月
）

(17
)
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
哀
傷
歌
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
注

（
16
）
の
ほ
か
に
、
山
川
宏
之
「『
栄
花
物
語
』
正
編
に
お
け
る

非
御
堂
関
白
系
哀
傷
歌
の
存
在
意
義

小
野
宮
家
関
連
哀
傷
歌
を

中
心
に
」（「
二
松
」
第
一
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
佐
藤
正

彦
「
栄
花
物
語
哀
傷
歌
と
勅
撰
集
」（「
立
正
大
学
国
語
国
文
」
第

四
十
一
巻
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

(18
)
『
源
氏
物
語
②
』（
一
二
九
頁
）
の
頭
注
一
四
に
「「
見
し
人
」

は
故
桐
壺
院
。
折
か
ら
の
「
雪
」
を
か
け
た
「
ゆ
（
行
）
き
あ

ふ
」
は
、
来
世
で
の
再
会
の
意
で
、「
別
れ
に
し
」
と
照
応
。
再

会
し
よ
う
も
な
い
死
別
を
悲
嘆
す
る
歌
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

(19
)
哀
傷
歌
八
に
つ
い
て
は
、
引
用
の
底
本
（
①
三
三
一
頁
）
の
頭

注
一
三
に
「「
行
幸
」
に
「
深
雪
」
を
掛
け
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
歌
も
「
死
別
」
と
「
雪
」
と
を
と
も
に
歌
に
詠
み
こ
ん
で
い

る
。

(20
)
関
根
慶
子
・
阿
部
俊
子
校
注
・
訳
『
私
家
集
全
釈
叢
書
一

赤
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染
衛
門
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

(21
)
久
保
木
哲
夫
校
注
・
訳
『
私
家
集
注
釈
叢
刊
二

伊
勢
大
輔
集

注
釈
』（
日
本
古
典
文
学
会
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。

(22
)
『
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇

一
二
年
）
所
収
本
に
よ
る
。

(23
)
中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
角
川
古
語
大
辞
典

第
一
巻
』（
角
川
書

店
、
一
九
八
二
年
）

(24
)
注
(20
)に
同
じ
。

(25
)
注
(23
)に
同
じ
。

(26
)
佐
伯
梅
友
校
注
・
訳
『
和
泉
式
部
集
全
釈
』（
東
寶
書
房
、
一

九
五
九
年
）
に
よ
る
。

参
考
文
献

中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
角
川
古
語
大
辞
典

第
一
巻
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角
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書
店
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一
九
八
二
年
）

『
日
本
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文
学
大
辞
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岩
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書
店
、
一
九
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七
年
）
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歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
〇
年
）

松
村
博
司
『
栄
花
物
語
の
研
究
』（
刀
江
書
院
、
一
九
五
六
年
）

松
村
博
司
『
栄
花
物
語
の
研
究

続
篇
』（
刀
江
書
院
、
一
九
六
〇

年
）

佐
伯
梅
友
校
注
・
訳
『
和
泉
式
部
集
全
釈
』（
東
寶
書
房
、
一
九
五

九
年
）

『
増
補
史
料
大
成

権
記
一
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）

山
中
裕
『
歴
史
物
語
成
立
序
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二

年
）

松
村
博
司
・
山
中
裕
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
七
五
、
七
六

栄

花
物
語
上
、
下
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）

松
村
博
司
『
栄
花
物
語
の
研
究
・
第
三
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
七
年
）

松
村
博
司
『
栄
花
物
語
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
九
〜
八
一

年
）

山
中
裕
『
平
安
時
代
の
年
中
行
事
』（
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
）

山
中
裕
『
東
大
人
文
科
学
研
究
叢
書

平
安
人
物
志
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
四
年
）

山
中
裕
『
平
安
朝
文
学
の
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四

年
）

山
中
裕
編
『
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学

文
学
編
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
一
年
）

山
中
裕
編
『
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学

歴
史
編
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
一
年
）

河
北
騰
『
歴
史
物
語
論
考
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
六
年
）

関
根
慶
子
・
阿
部
俊
子
校
注
・
訳
『
私
家
集
全
釈
叢
書
一

赤
染
衛

門
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
）

山
中
裕
編
『
王
朝
物
語
の
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
〉

河
北
騰
『
歴
史
物
語
の
世
界
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
二
年
）

久
保
木
哲
夫
校
注
・
訳
『
私
家
集
注
釈
叢
刊
二

伊
勢
大
輔
集
注

釈
』（
日
本
古
典
文
学
会
、
一
九
九
二
年
）

加
納
重
文
『
歴
史
物
語
の
思
想
』（
京
都
女
子
大
学
、
一
九
九
二
年
）

『
和
漢
比
較
文
学
叢
書

第
十
二
巻

源
氏
物
語
と
漢
文
学
』（
汲
古

書
院
、
一
九
九
三
年
）

山
中
裕
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
一
〜
三
三

栄
花
物
語
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）

阿
部
秋
生
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
〇
〜
二
五
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源
氏
物
語
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
〜
九
八
年
）

橘
健
二
・
加
藤
静
子
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
四

大
鏡
』（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）

『
歴
史
物
語
講
座

第
二
巻

栄
花
物
語
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
七

年
）

『
歴
史
物
語
講
座

第
一
巻

総
論
編
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
八

年
）

山
中
裕
編
『
新

栄
花
物
語
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）

山
中
裕
編
『
栄
花
物
語
の
新
研
究

歴
史
と
物
語
を
考
え
る
』

（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）

瀧
浪
貞
子
編
『
歴
史
と
古
典

源
氏
物
語
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
）

加
藤
静
子
『
王
朝
歴
史
物
語
の
方
法
と
享
受
』（
竹
林
舎
、
二
〇
一

一
年
）

福
永
進
『
歴
史
物
語
の
創
造
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

『
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二

年
）

山
中
裕
『
栄
花
物
語
・
大
鏡
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二

年
）

渡
瀬
茂
『
栄
花
物
語
新
攷
：
思
想
・
時
間
・
機
構
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
一
六
年
）

倉
本
一
宏
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選

藤
原
伊
周
・
隆
家

禍

福
は
糾
へ
る
纏
の
ご
と
し

』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一

七
年
）

加
藤
静
子
「『
栄
花
物
語
』

源
氏
物
語
の
影
」（「
国
文
学

解

釈
と
鑑
賞
」
五
四
-
三
、
至
文
堂
、
一
九
八
九
年
）

山
川
宏
之
「『
栄
花
物
語
』
正
編
に
お
け
る
非
御
堂
関
白
系
哀
傷
歌

の
存
在
意
義

小
野
宮
家
関
連
哀
傷
歌
を
中
心
に
」（「
二
松
」
第

一
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

安
藤
靖
治
「『
栄
花
物
語
小
考
』

巻
七
、
定
子
・
原
子
姉
妹
の

死
を
め
ぐ
っ
て

」（「
麗
澤
大
学
紀
要
」
第
七
十
三
巻
、
二
〇

〇
一
年
十
二
月
）

佐
藤
正
彦
「
栄
花
物
語
哀
傷
歌
と
勅
撰
集
」（「
立
正
大
学
国
語
国

文
」
第
四
十
一
巻
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

安
藤
靖
治
「
中
関
白
家
鎮
魂
譜
（
抄
）

諸
書
に
描
か
れ
る
、
主

と
し
て
の
伊
周
・
定
子
像
の
位
相
か
ら

」（「
麗
澤
大
学
紀

要
」
第
八
十
一
巻
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

赤
間
恵
都
子
「『
枕
草
子
』
の
雪
景
色

作
品
生
成
の
原
風
景

」（「
十
文
字
学
園
女
子
大
学
紀
要
」
第
四
十
六
集
、
二
〇
一

六
年
三
月
）

二
宮
愛
理
「『
栄
花
物
語
』「
楚
王
の
夢
」
に
お
け
る
雲
と
霧
の
哀

傷
」（「
西
日
本
国
語
国
文
学
」
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）

瓦
井
裕
子
「
藤
原
妍
子
周
辺
の
女
房
と
『
源
氏
物
語
』」（「
詞
林
」

第
六
十
一
号
、
二
〇
一
七
年
四
月
）

（
本
学
大
学
院
修
士
課
程
）
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